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北海道中軸帯自亜系の古流系

田　中　啓　策＊　角　　靖　夫＊

TANAKA，K．and　SuMI，Y．（1981）　CretaceQus　p＆leocurrents　in　the　central　zone　of　Hokkaido，

　Japan．B痂乙0601．Sz670。」ψαπ，vol・32（2），P・65－127・

A恥s繊c重31n　the　central　zone　ofH：okkaido，Cretaceous　strata（Aptian－Maastrichtian）under．

1ainbythe　Sorachi　Group　ofeugeosynclinalfacies　arewidelydistributedintwomeridional　belts

separatedbytheKamuikotanMetamorphicR．ocks－serpentinitezone。Theyarestratigraphically

divided　into　the　LowerYezo，MiddleYezo，UpperYezo，and　Hakobuch三Groups三n　ascending

order．Interbedded　sandstone　and　mudstone（or　shale）o田ysch£acies　prevail　in　the　Lower

Yezo　Group（Aptian－early　Albi＆n）and　the　lower　half（1ate　Albian）of　the　Middle　Yezo

Group，and　occur　occ＆sionally　also　in　the　upper　half（Cenomanian－Turonian）ofthe　Middle

Yezo　Group　and　in　the　Upper　Yezo　Group（Turonian－early　Campanian）。

　　　　　　Paleocurrent　measurements　were　made　of　directional－current　structures，fbcussing

on　turbidite昼andstones　composing　the　Hysch　sequences．：Roughly　speaking，dispersal　p乱ttems　of

the　coarse　clastics　of　the　flysch　facies　were　essentially　similar丘om　Apti＆n　to　Cenomanian

time。Rowever，a　marked　ch批nge　took　place　in　sediment－dispersal　pattem　in　Turonian　time

when　the　uppermost，sandstone－dominated　part　ofthe　Middle　Yezo　Group　was　deposited3this

suggestsunstabletectonicconditionsinthisperiod．Asimilardispersalpattemcontinuedintoat

least　Santonian　time．

　　　　　　Axial　sediment　transport　by　turbidity　currents　was　predominantly　northward，but

southward　insome翫reas　within　the　westem　Cretaceous　outcrop　belt』L翫teral　sediment　transport

by　turbidity　currents　was　consistently貸om　the　west　throughout　the　westem　part　ofthe　westem

Cretaceous　outcrop　belt．This　situation　as　well　as　the　lateral£acies　changes　evidences　the

existence　of　a　main　land　area　on　the　west　side　of　the　Cretaceous　Yezo　Geosyncline，where

andesitic　to　rhyolitic　volc＆nism　occurred　fヒom　time　to　time．This　mountainous　land　played

an　important　role　in　supply　of　clastic　material　derived　mainly行om　older　sedimentary　rocks，

volcanic　rocks，and　granitic　rocks　into　the　geosyncline．On　the　other　hεしnd，1ateral　transport

by　turbidity　currents　f士om　the　east　is　noted　in　some　areas　or　in　some　periods　in　the　eastem

part　of　the　eastem　Cretaceous　outcrop　belt。This，together　with　the　lateral　facies　changes）

signif｝es　that　uplifts　existed　on　the　east　side　of　the　above　outcrop　belt。These　e乱stem　uplifts　as

a　whole，howeverコwere　much　less　contributory　to　supply　the　geosyncline　with　detritus　than　the

westem，main　land　are＆。Moreover，paleocurrentpattems　andlatera1飴cies　changes　suggesting

the　occurrence　ofしa　chain　ofりintra－basina1（or　geanticlina1）uplif乏s，whether　subaerial　or　sub－

marine，are　recognizable　around　the　Kamuikotan－serpentinite　zone　whose　tectonic　behavior

had　probably　contributed　to　the　fbrmation　and　development　ofthe　upli疵s。The　intra－basinal

uplifts　also，as　compared　with　the　westward1＆ndmass，were　a　much　minor　source　ofmaterial．

Suggestion　fbr　the　three　sources　thus　distinguished（eastward，westward，and　intr批一basinal）

is　compatible　with　lateral　changes　in　mineral　composition　of　the　coarse　clastic　sediments，in

the　case，fbr　example，ofthe　Turonian　ofthe　northem　region。

　　　　　　The　chain　of　intra－basinal　uplifts　divided　the　geosyncline　into　two　troughs，the　eastem

and　the　westem．It　is　probable　that　the　eastem　trough　was　deeper　on　the　whole　than　the

westem，where　sediments　were　laid　down　more　thick　than　in　the　other　except　in　Campanian

to　Maastrichtian　time　when　the　center　of　accumulation　shi丘ed　fじrther　east．Furthermore，

evolution　of　the　geosyncline　and　paleogeographic　reconstructions　in　Cretaceous　time，such　as

tr＆nsgression　versus　regression，develoP皿ent　of　intra－basinal　uplifts，and　shi疵ing　of　deposition－

al　basins，are　discussed　on　the　basis　of　the　paleocurrent　pattems　combined　with　the魚cies

（iistribution　and　other　available　data．
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　　Trace　fbssil　assemblages丘om　the　Cretaceous　strata　are　distinguished　into　the！璃676髭85，

Zoψ妙605，α％勉ηα，and5！ゐoJ露ho5ichnofacies．Theハろ676露65ichno魚cies　is　characteristic　of　axial

turbidity　current－deposited　sediments，and　the　Zoψ妙605ichno飽cies　is　fbund　in　both　axiaI

and　lateral　turbidity　current－deposited　sediments．Both　theO7％zぎ碗αand　theSゐo腕ho5ichno魚cies

are　seen　in　shallow　marine　deposits．It　should　be　noticed　that7勧h20h泌representing　the

αz6zJごzηαichnofacies　occurs　also　in　an　axially　derived　turbidite　sequence　charεtcterized　by

theハを76露85ichnofacies，though　locally．

1．ま　えが　き

　北海道中軸帯には，蝦夷地向斜に堆積した白亜系が広く

発達している，この白亜系に関しては，松本（MATS㎜OTO，

1942－43，1954，1959，1977など）による一連の精細な生

層序学的研究をはじめとして，多くの層序学的研究が積

まれてきた．いっぽう，堆積学的研究は，堆積相の解析

（小山内・松下，1961三正谷，19621TANA阯，19631岡

田・松本，1969；松本・岡田，1973など）や堆積岩の岩

石学的検討（F町11，1958三MATsuMoTo　and　OKADA，1g71

など）を中心に行われてきた．しかしながら，白亜系の

堆積状況を解明する上で有効な手掛りとなる古流系の総

括的な資料は，一部の地域について報告されたにすぎな

い（TANA瓢，1970；田中・角，1975，1977）．

　北海道中軸帯の白亜系の堆積状況を究明する目的か

ら，主として田中が白亜系中に発達するフリッシュ相の

地層群を中心に古流系解析に従事し，同時に角は粗粒砕

屑岩の堆積岩石学的検討を行ってきた（第1図）．この報
　　　　　　　ほうしん　　　　　　　　　　　　　　　　おんねべつ
文では，峰岡一東浦・豊神一下頓別，石炭別・温根別・
そえうしない　　　　　　　　　　せいわ　　　おびらしべ

添牛内一古丹別川・政和・小平蘂川・芦別川・芦別市東

　　　　　　　　しむかつぷ部・大夕張・石狩金山・占冠各地域を中心に，堆積相と

関連させながら白亜系の古流向を記述し，これに既発表
　ぴんねしり　　　　　　　　　　　　　　　　おといねつぷ
の敏音知一上頓別・佐久一安平志内・音威子府・幾春別

・夕張地域の資料も加えて，北海道中軸帯の白亜紀フリ

ッシュ相地層群の堆積状況や古地理について考察を試み

る．この問題をより深く考究するためには，粗粒砕屑岩

の堆積岩石学的特性の総合的な検討も必要であり，これ

は今後の研究課題としたい．

　この報文をまとめるにあたり，占冠地域の地質につい

ては本所地質部酒井彰技官の未公表資料を参考にするこ

とができた．また地質部滝沢文教技官より生痕化石の提

供をうけ，写真図版の作成には総務部正井義郎技官を煩

わした．ここに記して謝意を表する．

縦走する神居古潭変成岩（空知層群に伴う）一蛇紋岩地

帯によって2帯に分けられる．これらの2帯をここでは

西側白亜系地帯及び東側白亜系地帯（神居古潭変成岩一

蛇紋岩地帯に露出する白亜系も含める）とよび1），それ

ぞれは構造区分上，石狩帯及び神居古潭帯に含まれる

（TANAKA，1977）．西側白亜系地帯の西側には白亜系を

不整合におおいながら第三系が広く発達し，東側白亜系

地帯は東側の空知層群相当層ないし類似層と断層で接す

る．

　空知層群及び東側の相当層又は類似層は，チャートや

海底火山岩類（苦鉄質一中間質）を伴う主地向斜相で代表

される．これより上位の白亜系はアンモナイトやイノセ

ラムスなどの化石を豊富に含む砕屑岩相（しばしばフリ

ッシュ相）からなる．この白亜系は下部蝦夷層群・中部

蝦夷層群・上部蝦夷層群及び最上位の函渕層群に区分さ

れる（第1表2））．

　下部蝦夷層群は空知層群を不整合におおうが，場所に

よって両者の関係は整合のようである．主としてフリッ

シュ相の砂岩頁岩互層からなる．下部では砂岩が卓越

し，中部はおもに中軸帯南部においてオルビトリナ石灰

岩をはさむ．厚さは1，000－2，000mである．

　中部蝦夷層群は下部蝦夷層群を不整合又は整合におお

い，2，000m（地域によって900m）一3，500mの厚さをも

つ．最下部層は主として砂岩から，主部層はおもに泥岩

ないし頁岩からなる．本層群の比較的下部はフリッシュ

相の卓越で特徴づけられる．最上部層は砂岩に富むが，

堆積相や年代的範囲が地域によってかなり異なる．たと

えば，中軸帯南部の西側白亜系地帯中の西部地域（空知

背斜・幾春別・夕張各地域）の三笠層は厚さ200－400m

で，沿岸一浅海成砂岩に富み，セノマニアン～チューロ

ニアン（ギリヤーク統下部階一上部階）に対比される．

いっぽう，中軸帯北部（佐久一安平志内地域・小平蘂川

流域など）や三笠層分布地域よりも東側に発達する沖合

相の佐久層は，厚さ400－500mで，フリッシュ相の砂岩泥

2．地質概説

　北海道中軸帯には，白亜系（本稿では空知層群より上

位の地層をいう）が摺曲しながら南北方向に帯状に広く

分布している．この白亜系の分布地域は，概観すると，

1）東側白亜系地帯の東方で，　日高山脈よりに，また枝幸山地内にも白

亜系が断片的に露出する
2）北海道中軸帯の白亜系分布地帯は，層相の発達状況からみて，ほぼ

旭川と留萌とを結ぶ線を境として北部と南部に分けられる．中部蝦夷

層群は中軸帯南部の東側白亜系地帯西部では直接空知層群をおおう
が，それについてはこの表から省略した．
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第1図 北海道中軸帯白亜系の分布図
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第1表北海道中軸帯白亜系の層序区分

　　地域
年代

西　　　　　　　　　　中軸帯北部　　　　　　　　　　東 西　　　　　　　　中軸帯南部　　　　　　　　　東

西側臼亜系地帯　　　　東側臼亜系地帯 西側臼亜系地帯　　　　　東側臼亜系地帯

上
　
部
臼
　
亜
　
系

マストリ

ヒチアン 函　　渕　　層　　群 函　渕　層　群　　　　　　　　上　　乳呑川層

　　　　　　　　　　部
カンパニアン

．一一＿＿一　　　上部蝦夷層　群
大曲層♪

サントニァン

蝦　一一一一一一一一一一

夷
層
群

コニアシアン

チュー

　ロニアン

セノマニアン

　　佐　　久　　層　　　　　豊　　神　　層
＿＿＿＿＿＿＿，／一F一一一一一一『一『、＼＿
　　　　　　　　　、　　一　　＿　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　r　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　冊

　　　　　中部蝦夷層　群
　　　　　　　主部層

　　上部蝦夷層群

〈亘夏遭こ〉

　　　　　　　　　　カンコシナイ沢層
　　　佐久層　　近藤山層　　、／一一一一
　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』＿＿＿＿＿＿＿＿一”

三笠層　　　　中　部　蝦　夷　層　群

　　　　　　　主部層’一　一一響冒

下
部
臼
亜
系
ジ
ュ
ラ
系

アルビアン

一　　＿　　一　　r

一一＿一一一＿＿＿＿一一一一一一一最下部層一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　　　　　　最下部層一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
？一一

　　　　下部　蝦夷　層　群

　　　　空　　知　　層　　群

下部蝦夷層　群

空　　知　　層　　群

アプチアン

皿一不整合

＿一鰍欝翻整合

岩互層に富み，チューロニアン（ギリヤーク統上部階）

に対比される．中軸帯北部の北部において主として東側

白亜系地帯を占め西側白亜系地帯も含む地域（下頓別一

豊神地域）に分布する豊神層（TANA鮎，1963）は，厚さ

約600mで，砂岩（しばしばフリッシュ相）に富み，主と

してチューロニアンに対比され，コニアシアン（浦河統

下部階）にも及んでいる．中軸帯南部の東側白亜系地帯

（目高山脈西縁）のカンコシナイ沢層（小山内・松下，

1961）は，小畠ほか（1973）によると，目高町周辺では

500m前後の厚さをもち，下部は砂岩泥岩互層からなり，

中部は泥岩で代表され，上部は砂岩に富み，少なくとも

下部はチューロニアンに対比される．

　上部蝦夷層群は中部蝦夷層群に整合，一部平行不整合

で，おもに泥岩からなり，400－2，600mの厚さを有する・

砂岩の発達する部分が数層準にみられ，代表例は佐久一

安平志内地域の大曲層や芦別川流域の月見層で，両層と

も一部にフリッシュ相を示す．本層群の最上部もまた多

少粗粒となって，シルト岩に富む．上部蝦夷層群の上限

の時代は概観すると中軸帯北部全域，中軸帯南部西側白

亜系地帯・同東側白亜系地帯の間で異なる．

　函渕層群は上部蝦夷層群に整合であるが，不整合関係

が一部の地域で報告されている．典型的な相を示す函渕

層群（中軸帯南部西側白亜系地帯に発達）は，厚さ400－

800mで，沿岸～浅海成砂岩に富み，沼沢成堆積物を伴

う．より東側の沖合相（中軸帯北部の東側白亜系地帯に

発達）では，泥質細粒砂岩ないし細砂質シルト岩が卓越

し，厚さが局地的には2，000mにも達する。さらに東側

の沖合相は泥岩を主とするようになり，このような部分

は上部蝦夷層群の上部として扱われる（代表例：中軸帯

南部の東側白亜系地帯の乳呑川層）・

神居古潭変成岩は先蝦夷地層群を原岩として中軸帯の

中部に広く露出するが，南部では点在し，北部では地表

下に伏在していると推察される．蛇紋岩は概観すると南

北方向の帯状に分布し，その逆入時期は白亜紀末ごろと

みなされている．

3・古流向の測定

　3。1流向測定地麟の堆積的性状

　北海道中軸帯の白亜系に関して古流向測定の対象とな

った地層は，一般にフリッシュ相の砂岩泥岩互層と成層

砂岩である．またごく少数例ではあるが，フリッシュ相

に伴う異常堆積の礫質岩も扱った．さらに，非フリッシ

ュ相の成層砂岩についても古流向の測定を行った．

　フリッシュ相

　等量フリッシュ相を代表する砂岩泥岩（又はシルト岩

・頁岩）互層は，下部蝦夷層群と中部蝦夷層群主部層の

比較的下部に卓越し，また中部蝦夷層群最上部層（佐久

層及びその相当層）にも部分的によく発達している．さ

らに，この種の地層は中部蝦夷層群主部層の比較的上部

や，上部蝦夷層群中にも一部に伴われる．砂岩泥岩互層

を構成する砂岩・泥岩各層の厚さは一般に数cm一数10

cmであるが，ときどき1m前後の厚さに達する。
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砂質フリッシュ相を代表する成層砂岩は中部蝦夷層群

最下部層によく発達し，また佐久層とその相当層にもし

ばしぱ認められる．さらに，この種の地層は中部蝦夷層

群主部層や上部蝦夷層群中にも部分的に存在する．成層

砂岩はしばしば泥岩薄層（厚さ一般に10cm以下）をは

さみながら，概して0・3－1mの厚さに成層する．

　フリッシュ相の砂岩泥岩互層・成層砂岩それぞれを構

成する砂岩層は，一般にBo㎜（1962）が指摘した堆積

構造の重なり方の順序を示し，したがってタービダイト

とみなされる，砂岩層の下面にはフルートキャスト（且ute

cast），縦列ファロウリッジ（10ngitudinal　furrows　and

ridges），クレッセントキャスト（crescent　cast），グルー

ブキャスト（groove　cast），バンスキャスト（bounce　cast），

プロッドキャスト（prodcast），ブラッシュキャスト（br－

ush　cast），条線キャスト（striation　cast〉，ロードキャス

ト（loadcastl一部はフルートキャストに由来したとみ

なされる定方向ロードキャストoriented　load　cast），フロ

ンデセントキャスト（廿ondescentcast）などのソールマ

ークがしばしば発達している．さらに，砂岩層の内部に

は斜交葉理や流成リップル葉理（current　ripple　lamina－

tion），コンボルート葉理（convolute　lamination），パ＿

ティング線構造（part圭ng　lineation），頁岩片定向性配列

（shale　fragment　lineation），炭質物片定向性配列（car－

bonaceous且akelineation），上面には流成リップルマーク

が観察される．上記諸種の堆積構造について，古流向の

測定を行った。

　フリッシュ相の砂岩泥岩互層・成層砂岩それぞれの堆

積的性状については，田中・角（1975）の報文に記述さ

れているので，ここでは省略する．

　フリッシュ相に伴われる異常堆積の地層として，海底

土石流起源の含礫泥岩（シルト岩）ないし泥質礫岩，ある

いはスランプ摺曲層が，とくに中部蝦夷層群最上部層（佐

久層とその相当層），及び上部蝦夷層群中の数層準（月見

層・大曲層など）にみいだされる．含礫泥岩ないし泥質

礫岩は少なくとも一部が海底侵食谷を埋積したものであ

る．この種の地層にはときにかなり大型のソールマーク

が観察される．ソールマークと同様に，海底侵食谷（本

稿では最大深度1m以上のチャンネル）の側壁の方向も

古流向の資料として用いられる。スランプ摺曲層は堆積

盆地の側斜面の傾斜方向を知る手掛りを提供する。

　さらに，上部蝦夷層群中に例外的にみられる平板型斜

交層理についても古流向を測定した．

　非フリッシュ相

　非フリッシュ相の成層砂岩はとくに中部蝦夷層群最上

部層の三笠層や函渕層群に発達している．この種の地層

は沿岸一浅海成で，タービダイトの性格を全く示さず，

底層流によって堆積したものである．古流向の測定はフ

ルートキャスト・グルーブキャスト・斜交葉理・パーテ

ィング線構造・頁岩片定向性配列・炭質物片定向性配列

・リップルマークについて行ったが，測定資料はフリッ

シュ相の場合に比べてきわめて乏しい、

　3．2　堆積構造と流向

　フリッシュ相の地層群について古流向の測定を行った

堆積構造は，大部分が砂岩層のソールマークである．ソ

ールマークのうち，測定数の最も多いのはフルートキャ

ストで，グルーブキャストがこれに次ぐ．砂岩層の内部

構造では，パーティング線構造の測定数が最も多い．非

フリッシュ相では，おもに砂岩層の内部構造を扱った．

　古流向の測定にあたっては，同一の砂岩層について数

種類の堆積構造それぞれの流向を測定できる場合，各流

向は一般にたがいによく一致しているので，流向は原則

として流れの向きを決定できる特定の1種類のソールマ

ーク，しかも可能な揚合フルートキャストが示す流向で

代表させた．ただし，若干の例外も認められる．たとえ

ば，同一の砂岩層においてフルートキャストが示す流向

はパーティング線構造が示す流向と約50。，流成リップ

ルマークが示す流向とは90。近くもくいちがい，またパ

ーティング線構造・流成リップルマークそれぞれの流向

（前者の流向はすぐ近くの砂岩層のフルートキャストか

ら類推）のくいちがいは150。内外に達することもある．

これらの揚合はそれぞれ両方の流向を対等に扱ったが，

もちろんソールマーク（とくにフルートキャスト）が堆

積流の流向の指示者としてもっとも適当である．

　この報文に掲載する古流向図は，堆積当時の状態に復

元した古流向を測定地点ごとに示したものである3）．古

流向図では，堆積構造の種類ごとに平均流向ないし主流

向をとりあげ，さらにごく近接した地点での流向をまと

めて示している場合もある．古流向復元の際，必要に応

じて摺曲軸のプランジに対する補正を行った．

4・調査地域の白亜系の古流向

　4．1峰岡一東浦地域

　オホーツク海に面する稚内市峰岡・東浦間の海岸に露

出する白亜系は西側白亜系地帯に含まれる．この白亜系

は，概観すると，天塩山地を構成する複背斜中のNNW－

SSE方向にのびる1つの白亜系背斜の西翼を占める・白

亜系は中部蝦夷層群と上部蝦夷層群からなり（小山内・

三谷ほか，1957），松本・小原（1971）によってチューロ

3）古流向図では，測定地点周辺の地質構造の概略を示すために，便宜

上榴曲軸を記入してある．
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古流向図の凡例（第2，5，9，11，12，15，20，21，22，23図共通）
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i，皐キ
リ1

　齢1
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　　　　　　　　　．東浦

1

委蒔太路lll

2km

第2図

地質系統

　匿団第三系

　□白亜系
　巨コ空知層群

　團　神居古潭変成岩

　國蛇紋岩
　ヌ／　背斜軸

　／葵／　向斜軸

　！1！　断　層

　　　　第四系は図に省略する

流向

←
く一一一

〈一一一一

価

ソールマーク

ソールマーク（センス不明）

内部構造

内部構造（センス不明）

流成リップルマーク

チャンネル側壁の方向

スランプの方向

太い記号は測定数3またはそれ以上を示す

　　　　　白亜系層序区分

　　　　　　　Yl＝下部蝦夷層群

　　　　　　　Ym1：中部蝦夷層群最下部層

　　　　　　　Ymm：中部蝦夷層群主部層

　　　　　　　Ymu＝中部蝦夷層群最上部層

　　　　　　　Sk：中部蝦夷層群佐久層

　　　　　　　Sk’：中部蝦夷層群佐久相当層

　　　　　　　Kd二中部蝦夷層群近藤山層

　　　　　　　Yu：上部蝦夷層群

　　　　　　　H　；函渕層群

峰岡一東浦地域白亜系の古流向図

ニアン・コニアシアン及びカンパニアン下部が確認され

ている．

　古流向が測定された地層は，中部蝦夷層群佐久相当層

（チューロニアン）・上部蝦夷層群上部（カンパニアン）

それぞれを構成する等量フリッシュである（第2図）・

　中部蝦夷層群

佐久相当層の流向は主としてNNW→SSEであるが，

W→Eの流向も認められる．南南東向きの流向を示す砂

岩層は主として平行葉理部で占められ，またときどき級

化部を欠いて直接平行葉理部に始まることがある．これ

に対して，東向きの流向を示す砂岩層は層厚の半分が級

化部からなり，前記砂岩層に比してターピダイト近源相

（proximal毎cies）を示している．以上に述べたことか

ら，南南東向きの流向は軸流に由来し，東向きの流向は

側方流に関連するものとみなされる．

　上部蝦夷屡群

　本層群上部の流向はNW→SE～WNW→ESEである・

流向測定砂岩層はおもに級化部からなり，佐久相当層の

軸流堆積砂岩層に比べてタービダイト近源相の性格を具

えている．南東～東南東方向は側方流に関連するであろ

う、

　佐久相当層及び上部蝦夷層群上部に認められる概略東

向きの流向は，西方供給源地の存在を示唆する．

　4．2　豊神一下頓別地域

　幌延町豊神から浜頓別町下頓別にかけての地域（北西

方の石炭別川上流も含める）の白亜系（田中，1960bl松

本ほか，1980）は西側・東側白亜系両地帯にまたがり，南

北方向の摺曲構造を形成している（第3図）．この地域の

白亜系（田中，1960b）は下部蝦夷層群・中部蝦夷層群

（M、一Mgの9部層に細分）・上部蝦夷層群（U、一U7の7

部層に細分）及び函渕層群に区分される．ここでは，本

地域の白亜系のうち，古流向資料が最も多い中部蝦夷層

群最上部層の豊神層の層序について述べる（第4図）・

　豊神層は下位からM7－Mgの3部層に細分される．
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北海道中軸帯白亜系の古流系（田中啓策・角　靖夫）

M7部層（厚さ約350m）は，下部では灰青緑色の塊状粗

一中粒砂岩からなり，厚さ3m内外の中礫岩を2・3の

層準にはさみ，中部ではおもに灰一暗灰色塊状（部分的

に成層）中粒砂岩で代表され，上部ではおもに砂岩泥岩

薄互層からなる．

　M8部層（厚さ約100m）は砂質泥岩からなり，砂岩泥

岩薄互層を伴う．

　Mg部層（厚さ約150m）は砂岩を主とし，礫岩をはさ

む．本部層の下限近くには厚さ3m内外の中礫岩（一部

に大礫を含む）が普遍的にみられる．下部は灰青緑一青

灰色塊状（一部で成層）粗一中粒砂岩からなり，礫岩を

はさむ．中部は灰色成層（一部で塊状）中粒砂岩を主と

し，その上部ではときどき泥岩薄層をはさむ．上部は灰

一青灰色細粒砂岩と泥岩の薄互層からなる．ウツナイ川

支流クローム沢の背斜東翼では，Mg部層上部はおもに

シルト岩からなり，含礫シルト岩ないしシルト質礫岩が

よく発達する．以上のように，Mg部層の下部から上部

へ向かって，砂岩が少なくなると同時に粒度も細かくな

り，礫岩の量（含礫シルト岩ないしシルト質礫岩の場合

を除く）も減少するのに対して，泥岩の量が増加するよ

うに，堆積物は全体として細粒化し，さらに層理もより

ひんぱんに発達するようになる．
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第5図　豊神一下頓別地域白亜系の古流向図

　　　　M2：中部蝦夷層群主部層
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　　　　U4：上部蝦夷層群
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北海道中軸帯白亜系の古流系（田中啓策・角　靖夫）

　豊神層の時代を決定できる化石としては，モウツナ

イ川上流のMg部層の上部から血・卿㈱螂％ωゆ膨η廊

YEHA踏が産出する．さらに，本部層の中部から1η・66－

7α窺％3hoゐθ」蹴廊NAGAo　et　MATsu置oToの場合に酷似す

る殻面装飾をもつイノセラムスの殻片がみいだされ，ま

た五P6ぬ」伽o歪465NAGAo　et　MATsuMoToに似たイノセラ

ムス化石も産する．したがって，豊神層の上限はコニア

シアンに達し，コニアシアンと下位のチューロニアンと

の境界はM、部層の上部と中部との境界あたりに求めら

れるであろう．要するに，豊神層は上限がコニアシアン

に及ぶが，他地域での岩相層序との比較からして主体は

おそらく佐久層と同様にチューロニアンに対比され，下

限がセノマニアンにまで及ぶことはなかろう．

　中部蝦夷層群のM2部層（セノマニアン？），豊神層

M7部層（チューロニアン？）・Mg部層（チューロニア

ン～コニアシアン）及び上部蝦夷層群のU4部層（サン

トニアン）について古流向を測定した（第5・6図）・

　中部蝦夷層群主部層

　M2部層の等量フリッシュに関する流向は，概略W→

EとWNW－ESEで，ともに本質的に東向き側方流に関

連するものであろう．いっぽう，N－Sの流向は軸流に由

来する可能性が強い．

　中部蝦夷層群豊神層

　M7部層に関する流向には，WNW→ESE（NW－SEも

含む）とNNW－SSEの2系統が認められる．前者の系

統の流向はM7部層下部の塊状（部分的に厚成層）砂岩

について測定されたもので，側方流に由来するであろ

う．後者の系統の流向は同部層上部の等量フリッシュに

ついて測定されたが，その堆積的意義についてはあとで

ふれる．

　下頓別地区のモウツナイ川上流の背斜西翼を占める

Mg部層では，その中部の砂質フリッシュについて測定

した流向はESE→WNWに，上部の等量フリッシュに関

する流向はS→N～SSE→NNWに集中している．Mg部

層中部における西北西向きの流向は側方流に由来する．

いっぽう，Mg部層上部における北～北北西向きの流向

は，側方流の主方向から偏筒したものではなくて，本質

的には軸流に関連したものとみなされる．この推論は，

両系統の流向が測定された砂岩層（厚さは両系統とも10

数cm－40cmあまり）の間に認められる下記のような堆

積的性状の差異から裏づけられる．西北西系の流向を示

す砂岩層では，基底粒度が中粒である．これに対して，

北～北北西系の流向を示す砂岩層では，基底粒度が細粒

であり，コンボルート葉理がよく発達し，さらに砂岩層

の下部を占める級化部の厚さが前者の砂岩層に比して薄

い．したがって，北～北北西系の砂岩層は西北西系の砂

岩層に比べてタービダイト末端相（distal　f＆cies）の性格

を帯びている．また，前述のようにMg部層の下部から

上部へ向かって堆積物が細粒化する傾向からしても，本

部層の上部は中部に比べて沖合の，かつ深い環境を示し

ているといえる．以上に述べたことから，Mg部層に関

する軸流は本質的に北向きであると断定してよい．

　豊神地区のヤツメノ沢におけるMg部層下部の塊状一

成層砂岩で測定された流向は，SSW→NNEを示す．測

定数がごく少ないので，このような流向が側方流あるい

は軸流のいずれに由来するかを即断できない．しかしな

がら，調査地域東部のモウツナイ川上流のMg部層上部

における流向から類推すると，問題の流向は調査地域西

部のヤツメノ沢区域でも軸流が南から北へ向かっていた

ことを示唆するであろう．このようなことから，先に記

したM7部層におけるNNW－SSEの流向は，測定地層

の岩相からしても，同様に軸流に関連したものと考えら

れる．

　豊神層におけるフリッシュ相の粗粒砕屑堆積物の運搬

に参与した古流系（混濁流）に関しては（第6図），軸流

は調査地域を通じて北向きである．側方流は調査地域東

部の下頓別地区では西向きであるが，西部の豊神地区で

は東向きである．東部における北向き軸流は西向き側方

流から転進したものである．いっぽう，西部における北

向き軸流は東向き側方流（第6図でセノマニアンについ

て示したのとは別の地点から発した側方流で，調査地域

では直接認められない）から転進したものと考えられ，

これについては後でふたたびふれる．

　下頓別地区のMg部層上部（第4図）は，モウツナイ

川上流・ウツナイ川支流クローム沢西側それぞれの背斜

西翼において砂岩泥岩薄互層からなる．これに対して，

前記両地点の東側で，クローム沢東側の背斜東翼に露出

するMg部層上部は，おもにシルト岩からなり，しばし

ば含礫シルト岩ないしシルト質礫岩を伴い，砂を基質と

する礫岩も含み，スランプ構造も一部に発達している．

Mg部層中部はクローム沢東側（背斜東翼）において0・3

－1mの厚さに成層する砂岩からなるが，クローム沢西

側（背斜西翼）では0・1－0。6mの厚さに成層する砂岩

中に泥岩薄層がよりひんぱんにはさまれ，砂岩がよりよ

く成層するようになる．北のモウツナイ川上流（背斜西

翼）に露出するMg部層中部は0。1－0。3mの厚さに成層

する砂岩からなり，ときどき泥岩薄層をはさむ．要する

に，クローム沢の背斜東翼から西又は北へ向かって，Mg

部層中部の堆積物は全体として細粒化し，層理がよりよ
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く発達するようになり，さらにMg部層上部では海底土

石流起源の礫質岩やスランプ構造が発達しなくなる．

　以上に述べたことから判断すると，下頓別地区のMg

部層中部一上部を構成する地層は，東側（背斜東翼）から

西側（背斜西翼）へ向かって全体としてタービダイト末

端相に近づいているといえる．すなわち，フラクソター

ビダイト（且uxoturbidite）とみなされるような地層やス

ランプ層が発達するのは，東側（背斜東翼）の方であ

る．ここに述べた堆積相の側方変化の傾向は，側方流が

西向きを示すことと調和的である．したがって，豊神層

（少なくともMg部層）堆積時に同層分布地域の東方に

隆起帯（おそらく陸地）が存在したと推定される。

　上記のような東方隆起帯が少なくとも豊神層より上位

の上部蝦夷・函渕両層群の堆積時にも存在した可能性

は，調査地域周辺の白亜系にみられる堆積相の側方変化

から指摘される（田中，1960bl　TANA鮎，1963）。問題

の陸地は，橋本（1958）が蝦夷地向斜の東側に推定した

“オホーツク陸地”の一部に相当するであろう．これは

南へ向かって少なくとも音威子府南東方付近までのびて

いたであろう　（田中・角，1975）・

　M7部層に東向きの側方流に属する流向が認められる

ので，M7部層の堆積時に本部層の分布地域の西方に隆

起帯（おそらく陸地）が存在したと推定される。M7部

層のほかにM2部層に関する古流向からも類推すると，

西方の隆起帯の存在はMg部層についてもいえそうであ

る．ここに述べる西方の隆起帯は，蝦夷地向斜西側の主

要古陸ではなくて，佐久一音威子府地域の白亜系の堆積

に関連して指摘したようなほぼ南北方向に走る堆積盆内

隆起帯（田中・角，1975）の北方延長にあたるものであ

る．隆起帯の位置は，佐久一音威子府地域と同様に，豊

神一下頓別地域においても，神威古潭帯を代表する神居

古潭変成岩一蛇紋岩分布地帯の西縁部にほぼ相当してい

る．

　次に，豊神層の古流系パターンを砂岩・礫岩の組成の

面から検討してみよう．豊神層並びにこれとほぼ同層位

の佐久層には石質ワッケ（岡田，1971）に属する砂岩が

多く，その中の岩片・鉱物と礫岩中の礫とから，それら

の供給源地に第7図左欄の岩石が分布していたといえ

る．これらの岩石は石化・変質・変成の程度などによっ

て4群の堆積岩類（S、一S4），4群の火山岩類（V、一V4），2

群の変成岩類（M、・M2）及び1群の深成岩類（P）に

まとめられる．堆積岩類と火山岩類については，図中

で上側に記入した群ほど地質時代が新しい可能性が高

い．なお，堆積岩類には，量的に少ないが，S・より古期

の石灰岩やS、より固結度の低い堆積物もある．また，

SfS3砂岩中の深成岩起源の石英・長石は，多くの場合

それぞれより古期の砂質岩からもたらされたとみなされ

る．

　S・は石化の低い堆積岩で，チャートをほとんど伴って

いない．これらの大部分は下部蝦夷層群に相当する地層

であったと考えられるが，一部にはこれより少し古い地

層に属する可能性のあるものもある．

　S2はS・より石化の進んだ1群の堆積岩類で，図に示

したほか，ところによって凝灰質頁岩や炭質頁岩を伴い，

粘板岩質頁岩中に放散虫を含むことがある，先蝦夷層群

の比較的上部を占めていた地層とみなされる．

　S3は泥質岩が変成度のごく低い粘板岩に変わり，チャ

ートが微細な結晶質となった堆積岩類である．チャート

には灰色のほか，黒色・赤色などのものがあり，放散虫

が認められることがある．大勢として，S2より下位であ

った公算が大きい．

　S4は泥質岩の粘板岩化とチャートの結晶質化とがS3

より高く，砂岩の石化も高い堆積岩類である．粘板岩と

したものには千枚岩質組織を示すものもある．この群の

砂岩には花闘岩類の砕屑を主材とした砂岩が多く，また

微斜長石や石英質の岩片を特徴的に含むものもある．S3

の砂岩中にS4の砂岩の砕屑が含まれることがある．

　V・は新鮮な安山岩類で，溶岩・火山放出物を主とし，

岩脈の岩石を伴う．いずれも豊神層又は佐久層の堆積期

より少し早期の火山活動で生じたとみなされる。

　V2は変質した安山岩類で，多くは中部蝦夷層群下部

ないし下部蝦夷層群の堆積期に噴出した火山岩類とみな

される．

　V3はさらに古い変質した安山岩質ないし玄武岩質の

溶岩・岩脈岩石などであって，これらは先蝦夷層群に属

するものと推定される．V3火山岩に相当するらしい砕

屑がS2の砂岩中にみいだされることがある．

　V4は変質したデイサイト質ないし流紋岩質の火山岩

類で，ところによって溶結凝灰岩が多い．V4火山岩の砕

屑は中部蝦夷層群の中部・下部に多く含まれ，下部蝦夷

層群・S2及びS3の砂岩中にも類似のものが少量入って

いる．ただし，これらがすべて同時期の火山噴出物とは

確定できない．V4とした火山岩の大部分はS3より古期

で，S4より新期のものである公算が大きい．なお，S4の

砂岩にはより古いとみなせる火山岩片が含まれている．

　M、は諸種のホルンフェルス類であって，変成が低い

ものの原岩についてはS4・V4及びS3に属する岩石で

あったとみなせる揚合が多い．佐久一安平志内地域で

は，これらの砕屑が中部蝦夷層群中の佐久層より下位層

や下部蝦夷層群にも砂粒として普遍的に含まれており，

一76一



瓶海道中軸帯白亜系の古流系（田中啓策・角　靖夫）

また政和地域の下部蝦夷層群にも少量入っている．各地

のM、が同時代の岩体であったとは限らない．変成を与

えた貫入岩は，佐久地域の場合，後記の花嵩岩類である

可能性が高い．

　M2は千枚岩と変砂岩である．同類の変砂岩の砕屑と

みなせる砂粒が佐久地域の下部蝦夷層群にも含まれてい

る．M2はS4より下位又はこれとほぼ同層位の地層であ

ったと思われる．

　Pは小平蘂川流域において，礫・粗粒砂として含まれ

ている細粒な黒雲母花闘岩・優白質黒雲母花闇岩・アプ

ライトなどの花闘岩類である．政和地域南西方雨煙別川

の中部蝦夷層群最下部にも，これらと同類と思われる，

さらに多種の花闘岩類の砕屑が含まれている．これらの

花商岩類はM、との関連などからS3堆積後，S、堆積前

に貫入した公算が大きい．

　ところで，調査地域内で最も西側にあるヤツメノ沢の

Mg部層には，前述のように北向き軸流が認められる．

粗粒砕屑物に対する供給源岩の内容あるいは組成に関し

て，この場所のMg部層は粗粒砕屑物が東方陸地から由

来したとみなされる下頓別地区とはもちろん，十四線川

上流（下位のM7部層は少なくとも一部に東向き側方流

を示す）の場合ともかなり特徴的に異なっている（第7

図）．たとえば，砂岩組成中のS3群についてみると，ヤ

ツメノ沢では砂岩が卓越するが，十四線川上流では同群

の粘板岩が卓越する．このような差異からみると，十四

線川上流での供給源岩の内容は，ヤツメノ沢での内容そ

のものが沖合（東方）へ向かって変化した場合に期待さ

れるものとは明らかに異なっている．いっぽう，ヤツメ

ノ沢のMg部層の粗粒砕屑物を運搬した北向き軸流は，

前記の堆積盆内隆起帯，すなわち地背斜性隆起帯から発

した西向き側方流から転進したものと考えられないこと

もない．しかしながら，北海道北部の他地域の白亜系に

関する諸資料も加えて総合的に判断すると，ヤツメノ沢

の場合は別の供給源地，いうなれば西側の主要古陸から

由来したとみなす方がよい．

　また，十四線川上流のMg部層に関する供給源岩の内

容は，下頓別地区での内容が沖合（西方）へ向かって変

化した場合に期待されるものと充分には符合しない．

　要するに，十四線川上流での供給源岩の内容について

は，下頓別・ヤツメノ沢両地区それぞれの場合とは別の

供給地点からの粗粒砕屑物供給が考えられる．以上のよ

うに，堆積相や古流向・粗粒砕屑物の岩石学的性質を総

合すると・豊神層を構成すう粗粒砕屑物の供給源地とし

て東方隆起帯・地背斜性隆起帯（おそらく島状陸地）及

び主要西方陸地を想定できる．主要西方陸地ど東方陸地

との間を占める堆積盆地は，上記の地背斜性隆起帯によ

って東西2列の堆積区に分たれていた．東方陸地から由

来した粗粒砕屑物には，火山放出物を伴ったV、群の安

山岩類が豊富であり，V4群の溶結凝灰岩も特徴的に含

まれ，またS3群の粘板岩も卓越し，同群の凝灰質粘板

岩の存在も注目される．これに対して，主要西方陸地か

ら供給された粗粒砕屑物にはV3群の変質安山岩質一玄

武岩質岩石が特徴的に多く，S2群の粘板岩質頁岩もかな

りの量に達し，さらにS3群のチャートや砂岩も目立っ

ている．

　上部蝦夷層群

　U4部層の等量フリッシュについて測定された流向は，

石炭別川上流ではNW→SE，問寒別川上流ではNNW－

SSE方向を示す．これらの流向は軸流が南向き系統であ

ることを示唆する．

　4・3敏音知一上頓別地域

　中頓別町の敏音知一上頓別地域の白亜系（猪木，19591

小山内ほか，1963）は，東側白亜系地帯に属し，その一

般走向はNNW－SSEないしN－Sである（第3図）・この

地域の白亜系は上部蝦夷層群及び函渕層群からなる．

　敏音知一上頓別地域の上部蝦夷層群の古流向について

は，すでに佐久一音威子府地域に含めて報告した（田中

・角，1975）．コニアシアン（？）・サントニアンそれぞ

れの等量フリッシュは，軸流に由来する概略S→Nの流

向を示す（第6図）・

　4・4　佐久一音威子府地域

　中川郡中川町佐久周辺から同郡音威子府村音威子府付

近にかけて分布する白亜系（MATsuMoTo，1942－43，19541

小山内ほか，19601長尾，19621橋本ほか，1967三松本

・岡田，1973）は，複背斜の中核部をなす空知層群の東

西両側にほぼ南北方向に摺曲しながら広く分布し，西側

白亜系地帯・東側白亜系地帯の両方にまたがっている

（第3図）．白亜系は下部蝦夷層群・中部蝦夷層群・上部

蝦夷層群と函渕層群からなる．中部蝦夷層群最上部の佐

久層と上部蝦夷層群中部の大曲層では，西側の佐久一安

平志内地区においてスランプ構造を伴う含礫泥岩一泥質

礫岩（一部は海底侵食谷埋積層）の挾在する点が注目さ

れる4）。

　古流向の測定結果については，堆積相や堆積岩石学的

特性と関連させながらすでに公表したので（田中・角，

1975），この報文では概要を記すにとどめる（第6図）．

　下部蝦夷層群主部層と中部蝦夷層群主部層中のアルビ

77

蛋）東側白亜系地帯に属する音威子府地区で，佐久層・大曲層とした地

層は，西側白亜系地帯に含まれる佐久一安平志内地区の佐久層・大曲

層とは後で述ぺるように，供給源地の方向が異なるので・厳密には佐

久相当層・大曲相当層として模式層から区別されるべきであろう。
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　　　　地層

　　　　地域供給源岩

豊　神　層
佐　久　層

”佐　久　層”
α　相　　　γ相

豊神地区 下頓別地区 佐久一安平志内地区 音威子府地区
1
ヤ
ッ メノ沢

2
十
四
線 川

3
クローム沢

4
佐
久
周 辺

5
志
文
内
川
周 辺

6
物満内川

7
上
音 威子府

Vl　安山岩
　（t：火山放出物を多く含む）

V2変質安山岩
　（h：角閃石安山岩を含む）

S1頁岩・泥岩・砂岩

○ ○

Ot

O
○
○

○
○
○

○
σ
○

Ot

O
S2頁岩・粘板岩質頁岩・砂岩・

　チャート・凝灰岩

V3　変質宥山岩質～簾岩質岩石
　（h．角閃石安山石を含む）

　粘板岩（a）・砂岩（s）・チャート（c）
S3　　（t：凝灰質粘板岩を多く含む）

○
Oh
③

○
③

○
○
⑤

t

○
○
③

○
○
③

○
○
④

t
○
㊦V4　変質流雛質～デイサイト質岩石

　（w：浴結凝灰岩を多く含む）

S4　粘板岩（a）・砂岩（s）・チャート（c）
○
㊦

（⊃

⑤

Ow

③
○
㊦

○
③

○
⑤

Ow
③

M1ホルンフェルス

M2千枚岩・変砂岩

P　花闇岩類

O ○ O ○

○ 　一〇

1●●3

2
4●07

●●6

5

円の大きさは砂岩中の含有量を示す

円内アルファベット記号は主要岩石を示す

円外アルファベット記号は付随する特徴的岩石を示す

佐久層

　8
小平蘂川

流域

○

○

○

㊦
Ow
③

○

O

8⑲

数字は地域番号を示す，

　　　　　第7図　豊神層・佐久層の砂岩組成から推定される供給源岩の地域変化

アンの部分は，北向きの軸流に由来する流向で特徴づけ

られる．さらに，西部地区（西側白亜系地帯）の中部蝦

夷層群主部層には東向き側方流に関連した流向も認めら

れ5），東部地区（東側白亜系地帯）西側でも同様であ

る．佐久層（チューロニアン）と大曲層（サントニアン）

の流向に関しては，西部地区西側では，両層とも東向き

系統の側方流が支配的である．とくに，佐久層について

は，側方流の方向と堆積相が西から東へ向かって沖合相

になる傾向とは調和的である．いっぽう，西部地区東側

の佐久層では大規模な海底侵食谷（幅はおそらく100m

前後）を埋積した含礫泥岩～泥質礫岩層について，西向

き系統の側方流に関連した流向も測定された．東部地区

5）　山口大学君波和雄博士の私信によると，知良志内川の佐古丹岳層の

ソールマークはN70。Eの流向を示す．ここに記して謝意を表する．

では，西向きの側方流にもとづく流向が大曲層に特徴的

であり，他方東向きの側方流に由来した流向は佐久層に

目だって認められ，また大曲層にも従属的ながら知られ

ている．なお，佐久層及び大曲層における軸流は北方向

で代表される．

　古流系のパターンからみて，中部蝦夷・上部蝦夷両層

群の堆積期間を通じて，白亜系分布域の西方に陸地が存

在したと考えられる．いっぽう，東方陸地の存在は少な

くとも大曲層堆積時に想定され，佐久層堆積時にもその

可能性はあろう。さらに，佐久層堆積時には堆積盆地の

内部に南北方向の隆起帯（おそらく島状陸地）があり，

それが大曲層堆積時になると衰弱しながらも主として海

面下に地形的な高まりとして残ったと推定される．この

種の隆起帯はすでに中部蝦夷層群主部層の堆積時にも存
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在したであろう．

　本地域の佐久層の砂岩組成は場所により目立った差異

を示している（第7図）．東側白亜系地帯に含まれる音威

子府地区の西部（物満内川）の“佐久層”砂岩は，同地

区東部（上音威子府付近）の“佐久層”砂岩と異なって

S3群の凝灰質粘板岩を特徴的に含み，いっぽう同群のチ

ャートは後者にはある程度の量がみられるが，前者には

ほとんど含まれていない．これらの事実は物満内川から

東方の上音威子府に向かって沖合相になることを意味し，

両区域を通じて側方流が東方へ向かうことと符合する．

　西側白亜系地帯に属する佐久一安平志内地区の佐久層

（α相）の砂岩には，物満内川区域のものに比べてS3群

の粘板岩が少ないが，同群の砂岩は多い．このような砂

岩組成の側方変化の傾向は，前記両地区の東向き側方流

が同一の供給源地から発したという考えでは説明しにく

い．また，佐久一安平志内地区の志文内川周辺の軸流堆

積による佐久層（γ相）砂岩に多いチャートが，物満内

川の“佐久層”砂岩にほとんどみられないので，後者砂

岩が前者砂岩に比して沖合相のものであると断定できな

い．要するに，佐久一安平志内地区・物満内川区域両方

の佐久層の砂岩組成は全く別の供給源地にもとづくと考

えられ，前述のように供給源地として西方陸地と地背斜

性隆起帯を推定することは妥当である．佐久一安平志内

地区の佐久層砂岩では，S3群の砂岩がα相に多いのに反

して，γ相ではほとんど認められない．このような相違

は，α相が側方流で代表され，γ相が前者とは供給地点

を異にした軸流に支配されているという事実からして当

然のことである．

　上音威子府の“佐久層”砂岩はV、群の安山岩質の火

山放出物に富み，同時にV4群の溶結凝灰岩も特徴的に

含み，同じく東側白亜系地帯に属する北方の下頓別地区

の場合でも同様である．しかしながら，これらの特徴は

両地区それぞれの西方に位置する物満内川・佐久一安平

志内地区や豊神地区には認められない．上音威子府付近

の“佐久層”には，たとえ西向き側方流が確認されてい

なくても，砂岩組成の特徴からして，下頓別地区の東方

に推定した陸地が上音威子府区域の東方にものびていた

ことが示唆される．

　4．5　温根別地域

　士別西方，温根別地域の白亜系は東側白亜系地帯を占

め，その一般走向はNNW－SSEないしNW－SEである．

ここにとりあげる地域は北の添牛内図幅地域南東部（橋
　　　　　　　　　ほろかない本ほか，1965）と，南の幌加内図幅地域北東部（猪木ほ

か，1958）を含み，白亜系は下部蝦夷層群と中部蝦夷層

古丹蹴鳳

X　．9

N
x
l
i
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x鑓撒纒

　　　XxXX×XズX
　　　ンく　　　　　　
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第8図 留萌一雨竜地方地質略図

　凡例は第3図に同じ
　波線模様は神居古潭変成岩を示す
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第9図温根別地域白亜系の古流向図

群に区分される（第8図）・

　古流向の測定は，シュルクタウシベツ川沿いの中部蝦

夷層群最下部層（アルビアン）の等量フリッシュ・同層群

主部層（アルビアン）の泥質フリッシュ及び白山付近の

下部蝦夷層群上部の等量フリッシュについて行った（第

9・10図）。

　下部蝦夷層群

　一般に軸流に由来する概略北向きの流向を示す．ただ

し，E－W方向の流向もパーティング線構造にっいて測

定されている．

　中部蝦夷鷹群簸下部層

　流向には概略S→NとWSW→ENEの両系統が認め
られる．ただし，両系統の流向を示す砂岩層の間には，

堆積的性状の点でとくに目だった差異がない．これに加

えて測定数も少ないために，両系統流向の古流系上の所

属を即断しかねる．ところで，中部蝦夷層群最下部層にあ

たかも東向きの側方流に関連するかのような東北東方向

の流向が測定されていることは，添牛内・幌加内両図幅

地域の中部蝦夷層群最下部層がそれぞれの地域の西部か

ら東部へ向かって礫岩の量や礫の大きさを減ずる傾向，

すなわち供給源地から遠ざかった様相を示すようになる

ことと調和的である．いっぽう，中部蝦夷層群最下部層

の分布状態からみて，東北東系の流向を後述の添牛内地

域や小平蘂川流域の古流系資料から想定される主要西方

陸地より発した側方流に直接関連させる必要もない．本

地域が神居古潭変成岩一蛇紋岩地帯の東側，っまり東側

白亜系地帯にあることから判断すると，佐久一音威子府

地域のところで論議したのと同じように，上記の流向を

堆積盆内隆起帯より発した東向き側方流に由来している

と考えることができる．北向き流向は，かりに側方流の

主方向から偏椅したものであっても，軸流が本質的に北

向きであったことを示唆する．

　中部蝦夷層群主部層

　同一砂岩層について，ソールマークはSW－NEの，パ

ーティング線構造はSSE－NNWの流向を示す．いずれ

も流れの向きはわからないが，同層群最下部層の流向か

ら類推すると，SW－NEの流向は東向き側方流に関連

し，SSE－NNWの流向は軸流に影響されたものであろ
う．

　4・6添牛内一古丹別川地域

　幌加内町添牛内から西方の古丹別川上流にいたる地域

の白亜系（橋本ほか，1965；松本・岡田，1973）は，西

側白亜系地帯に属し，一般走向はN－Sにのびる（第8

図）．この地域の白亜系は下部蝦夷層群と中部蝦夷層群
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第10図　留萌一雨竜地方の白亜系フリッシュ相の古流系図

　　　凡例は第6図に同じ
　　　破線矢印はスランプの方向を示す
　　　網目部：空知層群・神居古潭変成岩及び蛇紋岩

　　　砂目部：第三系

とに区分される．松本・岡田（1973）は，添牛内・古丹

別間国道沿い（筆者らの調査ルート）の中部蝦夷層群を

生層序学的に検討し，佐久層が模式地（佐久）のものに

比べて厚く，泥岩に富むことを指摘した．

　古流向の測定は下部蝦夷層群の等量フリッシュ・中部

蝦夷層群最下部層（アルビアン）の等量一砂質フリッシ

ュ・同層群主部層の等量フリッシュ及び佐久層（チュー

ロニアン）の等量フリッシュについて行った（第10・11

図）．

　下部蝦夷層群

　概略SSE→NNWの流向がフルートキャストについて

測定され，このような流向はあとで述べる政和地域の下

部蝦夷層群の流向と同一系統のものであり，軸流に由来

する．いっぽう，縦列ファロウリッジ（McBRIDE，1962

のいうファロウキャストfhrrowcast）についてほぼNNE

→SSWの流向が認められる．この流向測定砂岩層と前

記の軸流由来の流向を示す砂岩層とは，堆積的性状が本

質的に異ならない．問題の流向は，南方の政和地域にお

ける下部蝦夷層群の流向パターンを考慮に入れると，海

底地形のごく局所的な異常に影響されたものであろう．

　中部蝦夷層群簸下部層

　流向はSW→NE及びW－Eである．W－Eの流向は，

後述の中部蝦夷層群主部層の流向から類推すると，東向

きの側方流に由来するものであろう．北東向きの流向は

軸流が本質的に北に向かう可能性を示唆する．

　中部蝦夷層群主部麟

　本層中のセノマニアンの部分については，側方流にも

とづくWSW→ENE～WNW→ESEの流向が卓越し，ま

た軸流に由来すると考えられるSSW→NNEの流向も認

められる．さらに，泥岩相中の襖状岩体とみなされる礫

岩中の長楕円形の礫がW－E方向の平行配列を示すこと

が松本・岡田（1973）によって報ぜられている．側方流

由来の流向が測定された地点における数枚の砂岩層の上

面には，生痕化石燕oηθ76π85％痂6吻傭SEILAGHERが多

数みられる6）．

　中部蝦夷層群佐久麟

　側方流に由来するWSW→ENE，NNW→SSEの流向

6）幾春別地域の中部蝦夷層群主部層においても，この生痕化石種が

多数みいだされる砂岩層は・側方流によって堆積した場合が多い
（TANAKA，1971）．
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第11図　添牛内一古丹別川及び政和地域白亜系の古流向図

のほかに，北北東向き・南東向きと推定される流向も認

められる．北北東方向の流向は松本・岡田（1973）によ

ってもリルマーク（rill　mark）について測定されてい

る．北北東，東北東，南東，南南東向きそれぞれの流向

を示す砂岩層の間には，堆積的性状について特に目だっ

た差異が認められないので，北北東系統の流向又は南南

東系統の流向のいずれが軸流に関連したものであるかは

明らかでない．ところが，南隣りの小平蘂川流域におけ

る流向のパターンから類推すると，古丹別川地域におい

ても軸流の方向は南向き系統であった可能性が強い．

　以上要約すると，下部蝦夷層群の流向は北方向の軸流

に大きく支配され，中部蝦夷層群では最下部層・主部層

・佐久層を通じて東向きの側方流に由来した流向が卓越

している．中部蝦夷層群に関する軸流は最下部層・主部

層の場合北向き系統，佐久層の場合は南向き系統であろ
う．

　4．7政和地域

　幌加内町政和地域の白亜系（猪木ほか，1958）は，西

側白亜系地帯に分布し，NNW－SSEの一般走向を示す

（第8図）．この地域の白亜系は主として下部蝦夷層群で

代表される．

　五線沢沿いに露出する下部蝦夷層群の等量フリッシュ

について古流向の測定を行った（第10・11図）．流向は軸

流に由来するS→N～SSW→NNEに集中し，ごく例外的

にSE－NWの流向もパーティング線構造について測定

された．北～北北東向きの流向を示す砂岩層は，10数

cm一数10cmの厚さをもち，一般に基底部が中粒で，級

化部を主とする．これに対して，SE－NWの流向を示す

砂岩層は7cmの厚さにすぎず，基底粒度も細粒であり，

平行葉理部に始まり，前記砂岩層に比してターピダイト

末端相の性格を示す．このような砂岩層の堆積的性状の

差異から判断すると，SE－NW系の流向は軸流主方向か

ら偏僑したものであろう．

　4．8　小平蘂川流域

　小平蘂川流域の白亜系（猪木ほか，19581対馬ほか，

1958；TANAKA，1963；松本・岡田，19731棚部ほか，

1977）は，空知層群を軸部に現わす1つの大きな複背斜

の西翼，すなわち西側白亜系地帯を占め，ほぼN－Sの

一般走向を示すが，西方に向かって1つの大きな鼻状構

造を派生している（第8図）．この地域の白亜系は中部蝦

夷層群（Ma－Moの15部層に細分）と上部蝦夷層群（Ua

－U1の12部層に細分）からなる．
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第12図小平蘂川流域白亜系の古流向図

　　　　　　Mc：中部蝦夷層群最下部層
　　　　　　Md，Me：中部蝦夷層群主部層
　　　　　　M1，Mm，Mo：中部蝦夷層群佐久層
　　　　　　Ua，Ub，Uc，Ug：上部蝦夷層群
　　　　　　α，β，γ：佐久層における相のタイプ

　古流向が測定された地層は，中部蝦夷層群最下部層の

Mc部層，主部層のMd，Me各部層，佐久層のMl，

Mm，Mo各部層及び上部蝦夷層群のUa，Ub，Uc，Ug

各部層である（第10・12図）・

　中部蝦夷層群簸下部層

　Mc部層（アルビアン）の砂質フリッシュの古流向は

SW→NEからNW→SEにまたがるが，WSW→ENE～
W→E（一般にソールマークで測定された）を主とする

ようである．これらの流向が測定された砂岩層は厚さが

10－50cm，大部分が20cm以上であり，すべて級化部

（しばしば砂岩層の主体を構成する）に始まっている．

上記のような系統の流向は側方流を代表する．さらに，

パーティング線構造についてSSW－NNEの流向も測定

されている．この場合の砂岩層は，上記の側方流堆積砂

岩層と異なって，きわめて薄く（約3cm），平行葉理部

に始まっているようにタービダイト末端相を示す。した

がって，問題の流向は軸流に関連するものであろう．

　中部蝦夷層群主部麟

　Md部層（アルビアン？）とMe部層（セノマニア

ン）それぞれの測定地点における地層は等量フリッシュ

である．いずれにもWNW→ESE～NW→SEの流向と

SSW→NNE～S→Nの流向が認められる．前者系統の流

向はソールマークについて測定されたもので，側方流に

属するとみなしてよい．後者系統の流向はパーティング

線構造と流成リップルマークについて測定された．北北

東～北方向の流向を示す砂岩層と側方流堆積砂岩層と

は，いずれも厚さが数cmであり，他の堆積的性状もほ

とんど同じであるので，北北東’》北向きの流向が軸流に

関連したものとは即断できない．ところが，ここに述べ

たような北向き系統の流向は，中部蝦夷層群最下部層や

北方の添牛内地域の同層群最下部一主部層に関する流向

パターンから類推すると，軸流に由来したものと判断し

てよい．

　中部蝦夷層群佐久麟

一83一



地質調査所月報（第32巻第2号）

　佐久層（チューロニアン）の最下部のMl部層（中紀

念別砂岩層）は，砂岩とシルト岩とが種々の厚さに互層

する地層からなる．Ml部層の堆積相は場所によって異

なり，α，β，γ，δ相の4相を識別することが可能で，α，

βッ，δ相の順に全体として沖合の，あるいは深い環境を

示すようになる（丁蝋A鮎，1963）・

　中紀念別川下流の測定地点におけるβ相の地層は，砂

岩・シルト岩及び砂岩シルト岩薄互層からなるが，ター

ビダイト砂岩層に乏しく，2・3の層準に海底土石流起

源のシルト質礫岩をはさむ，泥岩同時侵食礫に富む塊状

の粗い礫質砂岩はフラクソタービダイトとみなされよ

う．流向はN→S～NNW→SSEである．流向測定砂岩

層は，この地点のM1部層全体のうちで最も細かい泥質

堆積物が最も厚く発達する部分，及びそれに隣接した部

分に存在する．したがって，このような流向は軸流に関

連するであろう．

　中紀念別川口付近や上紀念別川の測定地点におけるγ

相の地層は，前記の中紀念別川下流のβ相の地層に比べ

て泥質岩に富み，シルト岩・泥岩及びフリッシュ型砂岩

シルト岩薄互層からなり，タービダイト砂岩層もよりひ

んぱんになる．中紀念別川口付近での流向はWSW→

ENE～W→EやNW→SEで，いずれも側方流に由来す

　α相
試料数（14）

主要砂粒組成

石　英

チャート

砕屑堆積岩片

火山岩片

長　石

β相
（16）

γ相
（9）

基質含量

・一圏 國

容量百分率
（主要砂粒内）

一〇

一50

一100

　　容量百分率
　　　（全岩内）

第13図　中部蝦夷層群M1部層（中紀念別砂岩層）の砂

　　　岩組成の側方変化

　　　α，β，γ相の順に沖合相に向かう

る．流向測定砂岩層では級化層理が不明瞭である。この

地点では2・3の層準に海底土石流起源の含礫シルト岩

がみられる．上紀念別川（γ相）でも，側方流に関連し

たNW→SE～WNW→ESEの流向が認められ，流向測定

砂岩層における級化層理は明瞭でない．いっぽう，この

地点ではN→Sの流向も測定され，この場合の砂岩層に

は級化層理が明瞭に発達している．南向き系統の流向

は，側方流の主流向から偏俺したものでなければ，軸流

に関連するものであろう．

　堆積相（少なくともα，β，γ相）の概略半同心円状の

分布や側方変化の傾向（TANAKA，1963），海底土石流堆積

物を伴うタービダイト相の卓越（西から東へ多くなる）

や先に述べた古流系のパターンから判断すると，ML部

層は東向き側方流によって堆積した海底扇状地堆積物を

含み，γ相はβ相に比してより末端相の性格を示し，α

相にはタービダイト相がほとんど発達していないと結論

される．要するに，供給源地が西方にあったと推定され

る．

　さらに，M1部層の堆積相がα，β，γ相の順に沖合相

になることは，砂岩組成の側方変化からも裏づけられ

る．この部層の砂岩はおもに岡田（1971）の石質ワッケ

に属するが，各相中の細粒ないし中粒の砂岩について組

成を比較すると第13図のように差異がある．とくに，基

質（おもに泥）の含量がα，β相よりγ相に多く，火山

岩片（もろい変質安山岩が多い）がα，β，γ相の順に

明瞭に減じ，石英粒がβ，γ相に豊富である．砕屑堆積

岩片（ち密な粘板岩が多い）と長石粒とはα，β，γ相の

順に漸増するが，石英＋チャート／長石＋岩片の比で示

される砂岩の成熟度はα，β，γ相の順に高くなる．

　M1部層砂岩には，V3群の変質安山岩が多いが，V、群

の安山岩かほとんど含まれておらず，これらの点に関し

ては同じく西側白亜系地帯に属する北方の佐久一安平志

内地区の佐久層砂岩と異なるが，さらに北方の豊神地区

ヤツメノ沢の豊神層砂岩とは類似する（第7図）・

　なお，M1部層砂岩には豊神層や佐久地域の佐久層の

砂岩と異なって，花商岩類砕屑が目立った量に含まれて

いる（第7図）。

　M1部層のβ，γ両相を通じて，　とくにγ相では縦列

ファロウリッジ（ファロウキャスト型）がしばしば発達

している．この種の堆積構造をもつ砂岩層（一般に級化

部に始まる）は，厚さが3－20cm，平均9・7cmで，基

底粒度は細粒である．これに対して，上記両相における

フルートキャストをもつ砂岩層（一般に級化部に始ま

る）は，厚さが5－55cm，平均20．5cmで，基底粒度

は概して中粒である．したがって，フルートキャストを
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もつ砂岩層は，ファロウキャストをもつ砂岩層よりも厚

く，かつ粗粒となる傾向がある．この点は幾春別地域の

場合（TANA幽，1970）にも指摘されており，フルート

キャストがファロウキャストに比べて全体としてより急

速な流れによって形成されたことを示唆する。Mm部層

の等量フリッシュは側方流に由来するWNW→ESE《’W

→Eの流向を示す．

　佐久層最上部のMo部層は砂岩薄層をひんぱんにはさ

む砂質泥岩・泥岩からなる．堆積相の側方変化は著しく

はないが，α，β，γ，δの4相が識別される．α，β，γづ

相の順に沖合の，または深い環境を示すようになる（TA－

NAKA，1963）．測定地点の地層は等量フリッシュからな

る．

　調査地域西部の滝下付近のα相では，側方流由来の

NW→SE～WNW→ESEの流向が優勢である．中央部の

上紀念別川下流のβ相においては，NW→SEとN→Sの

流向が認められる．南東向きの流向を示す砂岩層は25－

55cmの厚さを示し，しばしば中一粗粒である．南向き

の流向が測定された砂岩層は約10cmの厚さをもち，細

粒である．したがって，NW→SEの流向は側方流に，N

→Sの流向は軸流に関連するであろう．北東部の小平蘂

川上流や奥二股のβ相に関しては，軸流にもとづくNNW

→SSEの流向が測定されている．要するにMo部層の流

向は西方ほど側方流の要素が支配的となり，この傾向は

先に記した堆積環境の側方変化と軌を一にする．

　上部蝦夷層群

　各測定地点の地層は砂岩薄層をはさむ泥岩からなる．

Ua部層中のチューロニアンの部分ではSW→NEと

NNW→SSEの両系統の流向が測定されている．Ub，Uc

両部層（コニアシアン）はNNE→SSWあるいはWSW－

ENEの流向を示す．Ug部層（サントニアン）は，NW

→SE～N→Sの流向を示す．上部蝦夷層群の流向を通覧

すると，南東～南方向と北東方向の両系統があり，前者

が優勢らしい．南東～南系測定砂岩層は一般に厚さ3－25

cmであり，他方北東系測定砂岩層は30－70cmの厚さを

もつ．さらに滝下北東のUb部層で観察されるスランプ

摺曲から求めたスランプの動きは，東南東向きである，

要するに，北東向きの流向は側方流に関連し，南東～南

向きの流向の少なくとも一部は軸流に由来する．

　以上に述べてきたことは下記のように要約される．中

部蝦夷層群の最下部層・主部層及び佐久層を通じて，東

向き系統の側方流に由来する流向が認められ，また上部

蝦夷層群についてもこのことがいえるであろう．とくに

佐久層に関しては，西側ほど側方流にもとづく流向が卓

越している．さらに，上部蝦夷層群では概略東向きのス

ランプも知られている．堆積相や厚さの側方変化から白

亜系分布地域の西方に陸地が存在し，堆積盆地は東方ほ

ど沖合で，深くなり，より大きく沈降していたと考えら

れ（TANAKA，1963），この推論は上記の東向きの側方流

やスランプの方向からも支持される．軸流は中部蝦夷層

群最下部一主部層6少なくとも下部）の場合北向き系統

の可能性が大きい．これに反して，佐久層及び上部蝦夷

層群は南向き系統の軸流で特徴づけられている．この点

は，上記両層の東へ向かって沖合で，より深くなる堆積

環境が南へ向かっても，すなわち南東部においてより深

くなり，より大きく沈降していたという推測（TANAKA，

1963）とよく符合する．

　4・9　芦別川流域

　芦別川流域北部の白亜系（清水ほか，19531田中，

1959）は，西側白亜系地帯において北へ沈む空知背斜の

東翼を占め，同時にとりあげる同流域西側のパンケ歌志

内川流域は同背斜の西翼内に位置する（第14・15図）．東

翼での構造要素はほぼ南北方向をとり，西翼ではいくつ

かの鼻状構造が西方に派出している．

　空知背斜の白亜系は下部蝦夷層群・中部蝦夷層群・上

部蝦夷層群及び函渕層群に区分される．中部蝦夷層群最

上部層は芦別川本流西側の三笠層と同東側の佐久層で代

表される．白亜系のうち，とくに注目される地層は，背

斜東翼の上部蝦夷層群の中部に発達する粗粒相の月見層

（コニアシアン）である。

　古流向の測定は，中部蝦夷層群の主部層と佐久層，上

部蝦夷層群それぞれのフリッシュ相及び中部蝦夷層群三

笠層・函渕層群それぞれの非フリッシュ相について行っ

た（第15・16・17図）。

　中部蝦夷層群主部鷹

　中部蝦夷層群主部層（アルビアン）の等量フリッシュ

と砂質フリッシュの流向では，ほぼS→Nが卓越し，

SW一》NE，W－Eの流向も認められる．北向き系統の流

向は砂質フリッシュに関して測定され，ソールマーク流

向測定砂岩層は厚さ12－80cm（平均36・7cm）で，さら

に120cm，190cmにも達し，基底部の粒度は中粒のこ

とが多く，一般に級化部が単層の厚さのほとんど，ない

し大部分を占める．これに対して，北東向き（おそらく

東向きも含む）の流向は等量フリッシュについて測定さ

れ，ソールマーク流向測定砂岩層は厚さが6－30cm（平

均13。6cm）で，基底粒度は一般に細粒で，しばしば平

行葉理部に始まる．したがって，北東～東向きの流向を

示す砂岩層は，北向きの流向を示す砂岩層に比べてター

ビダイト末端相の性格を具えていることになる．

　ところが，北系統砂岩層の下面には，生痕化石の
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　　　第三系

Sρ670ρhア6％5PやP70渉oクα」60466≠ッoηがみいだされ，それぞ

れに類似するP批scichnia（クイアルキアト）は漉76ゑ∫65相

を特徴づけている．これに対して，等量フリッシュを構

成する砂岩層の上面には魏・鮒6露65吻567¢読5SEILAGHER

やPh鎚05∫ρhoηが認められる．ところで，1V60π676露65観レ

5爾α傭は，幾春別地域の下部蝦夷層群主部層・中部蝦夷

層群主部層についてみると，燕76ε魏相のうちでも典型

的な場合よりも浅い相や，さらに浅い環境のZooρhッ603

相に多い（TANAKへ，1971）．北東～東系統の流向は上記

の等量フリッシュについて測定された．幾春別地域の中

部蝦夷層群主部層では，Zooρhッ605相を特徴づけ，ある

いはそれに多産する生痕化石（薦oη67θゑ∫65，P勿605ψhoπ，

Zoo助ッ603）は軸流堆積砂岩層よりも側方流堆積砂岩層

により多くみいだされ，いっぽうハ「囲麟相を特徴づけ

る生痕化石は軸流堆積砂岩層に多くみいだされている

（TANAKA，1971）．

　以上に述べた流向と生痕化石相との関係から判断する

と，北方向の流向は軸流を代表し，北東～東方向の流向

は主流向としての北方向から偏筒したものではなくて，

上記の軸流とは供給地点を異にした東向き側方流に由来

したと考えることが可能であろう．

　中部蝦夷層群三笠屡

　三笠層上部（チューロニアン）の非フリッシュ相成層

砂岩に関する流向はSW－NE，NW－SEである。これら

の流向は，三笠層の分布，堆積相などを考慮に入れる

と，側方流に関連する可能性が強い．なお，空知背斜東

翼の三笠層中部・上部に生痕化石丁痂h涌㈱が含まれ

ている．

　中部蝦夷層群佐久層

　佐久層（チューロニアン）の等量フリッシュ・砂質フ
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リッシュの流向はWSW→ENE～W→E，WNW→ESE
～NW→SEであり，一部S－Nの流向も認められる．東

北東～東向きや東南東～南東向きの流向は側方流にもと

づくであろう．ちなみに，調査地域よりも南方の惣芦別

川（芦別川の東支流）の佐久層でも，東向きや南南東向

きの流向が測定されている（松本・岡田，1973）．芦別川

本流より西側に分布する上部蝦夷層群中のチューロニア

ンの部分は，あとで述べるように数層準に海底侵食谷埋

積層とみなされる異常礫岩や含礫泥岩をはさんでいる．

ところが，この種の地層は佐久層に存在しない．したが

って，佐久層は芦別川本流西側の相当層に比べて沖合相

を示しているといえる．

　上部蝦夷層群

　空知背斜東翼では西翼と異なって，タービダイト相が

諸層準にみられる．東翼の上部蝦夷層群（UE、一UE11の

11部層に細分）のうち，粗粒相が最も卓越している部分

は月見層で代表される．月見層は厚さ150m前後で，東

部相と西部相とで岩相が著しく異なる．東部相は下部

（UE6部層）のフリッシュ型砂岩泥岩薄互層と上部（UE7

部層）の成層砂岩（しばしば凝灰質）からなる．いっぽ

う，西部相は砂岩・泥岩及び海底土石流運搬の泥質礫岩

一含礫泥岩からなり，スランプ構造を伴う．なお月見層

西部相には生痕化石3吻hッIJo6ho74α（S60」ぎ664s．stLニ

“Pα伽o伽薦α”から区別して別の属とみなす）がみいだ

された．

　西部相には，海底侵食谷を埋積した泥質礫岩ないし含

礫泥岩が発達する．侵食谷の規模は明らかでないが，お

そらく先に述べた佐久地域の佐久層に認められるものと

似た規模のものがあろう．海底侵食谷埋積層の下底面に

みられるフルートキャストは，通常の砂岩層の下底面に

発達するものに比べてかなり大きく・長さ20数cm以

上，幅16cm以上に及ぶことがある．これらのフルート

キャストはWSW→ENEの流向を示している（第18図）。

海底侵食谷の側壁の方向はWNW－ESEと測定された．

さらに，等量フリッシュにっいてはS→N，WNW→ESE

の流向が認められる．要するに，西部相は堆積盆地の側

斜面部からその東方前縁に形成された海底扇状地（おも

に内部扇状地）にいたる環境を示している．

　月見層東部相の流向パターンはUE6，UE7両部層の問

でかなり異なっている（第19図）．UE6部層の流向では，

ソールマークについてみるとWSW→ENE～W→Eが卓

越し，SSW→NNE～S→Nの流向も認められる．つま

り，流向には東北東～東系と北北東～北系の両系統が識

別され，ソールマークに関する限りでは中間の流向が測

定されていない．両系統の流向を示す砂岩層の堆積的性

W
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第18図　月見層酉部相の古流向

状には本質的な差異は認められないが，東北東～東系流

向は側方流に，北北東～北系流向は軸流に由来するとみ

なしてよい．UE7部層の流向は，ソールマークに関して

は軸流由来のS→N～SW→NEが卓越し，WSW－ENEの

流向も認められる．内部構造で測定された流向は，主と

してWSW－ENEからNW－SEにわたって大きく分散し

ており，頂面構造（流成リップルマーク）が示す流向は

W→EやNNW→SSEを示す．内部構造が示す流向はソ

ールマークが示す流向よりも大きく分散し，しかも全体

として後者から時計廻りの方向にずれている．このよう

な傾向は，同じく西側白亜系地帯の西部に位置する幾春

別地域の下部蝦夷層群主部層の流向についても指摘され

ている（TANAKA，1970）．　さらに，ソールマークの流向

から時計廻りの方向に最も大きくずれているのは，流成

リップルマークの場合である．上記のような流向の時計

廻りのずれは，局地的海底地形の影響でなければ，コリ

オリ効果にもとづくものかも知れない．東部相は岩相・

流向パターンから推して，主体が西方に扇頂をもつ海底

扇状地（中部一外縁扇状地）堆積物と解され，扇状地の主

軸はUE6部層に比べてUE7部層ではより北向きへふれて

いったらしい．
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　B：UE7部層

　芦別川流域において月見層より下位の層準（チューロ

ニアン）の砂質フリッシュについて測定された流向は，

S→N～SSW→NNEを示し，異例なNE→SWの流向も

知られている．ソールマークについて北系統の流向が測

定された砂岩層は厚さ30－100cm，基底の粒度は粗粒な

いし中粒で，級化部に始まる．これらの砂岩層は異常礫

岩（厚さ20m以上；スランプ性ないしフラクソタービダ

イト性とみなされる）あるいは含礫泥岩に伴われている

ので，上記の砂岩層は海底扇状地堆積物の一員とみなさ

れる．これに関連して注目されるのは，厚さ約40cmの

平板型斜交成層（厚さ約20cmの単一セットからなる）

粗粒砂岩層が・海底土石流起源の砂泥混合層に近い層準

に挾在していることである．この斜交成層砂岩層はたと

え北北東方向の流向を示しても，周りの地層の岩相から

して小規模な海底チャンネルの埋積層と判断される7）．

　ソールマークから異例な南西向きの流向が測定された

砂岩層は，1－3mの厚さに成層する成層砂岩中の1単

層で，厚さは100cm，基底粒度は中粒で，厚さの大部分

が級化部からなる．この砂岩層より少し下位に厚さ約3

7）海底チャンネル埋積層が平板型斜交層理の単一セットからなる例
　　　こしき

は，九州甑島の上部白亜系姫浦層群にも知られている（田中・寺
岡，1973）．

一91

mの異常礫岩（大礫が多い）が挾在するので，南西向き

の流向は月見層の場合のような東向き側方流が海底チャ

ンネルや海底扇状地斜面あるいは局地的に不規則な海底

地形に影響されたものであろう．

　芦別川流域における月見層より上位の部分（コニアシ

アン）の等量フリッシュでは，S→N～SSW→NNEの流

向が測定された．これに関連する砂岩層は厚さ10数cm，

基底粒度が細粒砂で，平行葉理部に始まっている．この

系統の流向は，砂岩層の堆積的性状からみると，軸流を

代表していると考えられる．

　空知背斜西翼のパンケ歌志内川支流では，コニアシア

ンの砂岩泥岩薄互層（非タービダイト相）についてほぽ

S－N～SSW－NNEの流向が測定されている．流向はすべ

てパーティング線構造のみから求められたので，ここで

はその堆積学的意義づけは控えたい．

　函渕層群

　パンヶ歌志内川支流の函渕層群下部において，SW→

NEの流向がフルートキャストから測定された．フルー

トキャストは長さ20－40cmや30－50cm以上に達する巨

大なもので，これらをもつ2枚の相重なる砂岩単層は厚

さ120－130cm，粗一中粒で，ほとんど級化部からなり，そ

の下部に礫を含んでいる．砂岩層の下位には，シルト質



地質調査所月報（第32巻第2号）

細粒砂岩をへて，厚さ約1．5mの炭質頁岩かある．炭質

頁岩は海岸に近い湿地，または河川の後背沼沢地に堆積

し，巨大なフルートキャストを具えた砂岩層は河川流路

の埋積層とみなされよう．この付近にはW－E方向の流

向も認められる．

　空知背斜東翼の函渕層群上部の非フリッシュ相の成層

砂岩については，SW→NE方向の流向が測定されてい

る．しかし，測定数がごく少ないので，上記流向の堆積

学的意義には言及しない．なお，東翼の本層群には生痕

化石のLα6∂∫6ツ6」麗（Plate6－3），T6ゑ6h乞6h郷5（Plate1－2）

がみいだされる．

　以上に述べてきたことは，次のように要約される．空

知背斜西翼では，フリッシュ型砂岩泥岩互層あるいはタ

ービダイト砂岩の発達が東翼に比べてはるかに劣るため

に，測定数が少なく，それゆえに古流系パターンの全体

像を明らかにすることができない．空知背斜東翼では，

中部蝦夷層群主部層・上部蝦夷層群の両方を通じて軸流

は北向きである．上部蝦夷層群，とくに月見層は東向き

側方流で特徴づけられる．この点は月見層の堆積相側方

変化（東向き海底扇状地の発達）はもちろん，上部蝦夷

層群の堆積環境が全体として西から東へ向かって沖合に

なり，かつ深くなる傾向（三笠層についても同様3田中，

19591TANAKA，1963）とも調和的である．さらに，東翼

の上部蝦夷層群について，北部よりも南部の方で粗粒堆

積物の挾在がよりひんぱんであり，本層群中の数部層の

厚さが大きい点（田中，1959）も，上記のような古流系

パターンに規制された現象である．

　4・10芦別市東部地域

　ここで扱う芦別市東部地域とは，空知川本流沿岸・同

支流流域及び芦別川東支流サキペンペツ川の上流流域を

含む．本地域は空知背斜の東側に隣接する芦別向斜の東

限を画する野花南断層以東の地域を占め，同断層以西の

石狩炭田隣接部に対して本地域は夕張山地に入ってい

る．当地域の白亜系は主として西側白亜系地帯を占め，

東側白亜系地帯にも及んでおり，NNE－SSWの一般走向

を示している（第M図）．白亜系は，下部蝦夷・中部蝦夷

及び上部蝦夷層群からなり（橋本，1955），函渕層群も断

片的に分布する（松本・岡田，1973）・

　5万分の1地質図幅r上芦別」（清水ほか，1953）にお

いて，野花南川流域に示した東西2帯の佐久層のうち，

東側のものは近藤山（砂岩）層に連続するものである．西

側の“佐久層”とした地層は，局部的に砂岩泥岩薄互層

を伴うけれども，東側の佐久層に比べて砂岩が全体とし

てはるかに乏しく，かつ砂岩単層の厚さも薄い．したが

って，問題の地層は中部蝦夷層群主部層に含められ，野

花南川流域で中部蝦夷層群主部層とした地層（清水ほか，

1953）とともに，セノマニアンに対比される．この地層

には，U70h61窺伽≠hoJ議z　af£ψψ6η漉6痂α如（H：EER）（Plate2－1），

β励確ψ傭などの生痕化石や環虫類化石と思われる漉一

76ぢ∫65窺％70渉06商5KATTo（Plate1－1）がみいだされる．近

藤山層の時代は明らかではないが，下位層の時代や南方

延長の佐久層の時代（吉田・神戸，1955；松本・岡田，

1973）からして本層を主としてチューロニアンに対比し

てよい．なお，近藤山層には生痕化石P痂04伽アoπの産

出が報ぜられている（橋本，1955）。

　古流向の測定は中部蝦夷層群最下部層（笠森沢砂岩礫

岩層）の砂質フリッシュ・等量フリッシュ，中部蝦夷層

群主部層の等量フリッシュ及び同層群最上部近藤山層の

砂質フリッシュ・等量フリッシュについて行った（第

16・20図）．

　中部蝦夷層群叢下部層

　中部蝦夷層群最下部層（アルビアン）の流向はソール

マークについてE→W，NNE→SSW，流成リップルマー

クについてS→Nを示し，さらに内部構造については上

記とほぼ同方向（向きは不明）のほかに，ESE－WNWの

流向も認められる．上記の諸流向はすべてではないが，

中部蝦夷層群最下部層が下部蝦夷層群を不整合におおっ

ていることを考慮に入れると，本質的に西向き側方流に

由来するとみなされる．

　中部蝦夷麟群主部層

　セノマニアンの部分で測定された流向には，概観する

とS→N～SSW→NNEの流向とWNW→ESE～NW→
SEに集中する流向の両系統が認められる．両系統の流

向を示す砂岩層の堆積的性状がたがいによく似ているの

で，両系統の流向は分散しているにもかかわらず，実際

には同一系統に属する可能性が考えられる．しかしなが

ら，西方の相当層（三笠層の下部層）が西から東へ向か

って沖合相に変化することから推して，東南東～南東向

き系統は西方の供給地点から発した東向き側方流に由来

するとみなされる．いっぽう，北～北北東向き系統の流

向は，本地域における他の地層群の流向パターンから類

推すると，軸流を代表していると考えてよい．

　中部蝦夷鷹群近藤山屡

　流向の測定地点は，地質構造からみると，西から東へ

近藤沢一野花南川上流，トプトエウシュナイ，オチヌン

ベ川の順になる．近藤沢一野花南川及びトプトエウシュ

ナイの測定地点では，砂岩泥岩薄互層（砂岩・泥岩各単

層の厚さは0・1－0・3m）と砂岩泥岩中一厚互層（砂岩・泥

岩各単層の厚さは0．3－1m）が卓越し，とくに近藤沢一

野花南川では薄互層が中一厚互層よりも優勢である．砂
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第20図芦別市東部地域白亜系の古流向図
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岩泥岩薄互層を構成する砂岩層は細一極細粒，中一厚互層

を構成する砂岩層は中一細粒である．オチヌンベ川の測

定地点では，中一厚成層砂岩（単層の厚さは0・3－1m）

が卓越し，砂岩の粒度は主として中粒，一部粗粒であ

る．以上に述べたことからわかるように，西部に比べて

東部の方では，砂岩が優勢となり，いっぽう，泥岩のは

さみが乏しくなり，さらに砂岩単層は厚さと粒度を増

す．

　近藤沢一野花南川上流における流向では，SSW→NNE

～SW→NE向き系統の流向が卓越し，WSW－ENEや

WNW－ESE～NW－SEの系統の流向も測定されている．

北北東’》北東系統の砂岩層と東北東，東南東～南東系統

の砂岩層とは堆積的性状に本質的な差異が認められない

けれども，野花南川の中部蝦夷層群主部層の場合と同様

に，北北東～北東向きの流向は軸流に由来し，東北東，

東南東～南東向きとみなされる流向は東向き側方流に関

連するであろう．

　トプトエウシュナイでの測定流向はおもにS→N～SE

→NWであり，E－W，NE－SWの流向も認められる。北

～北西向きの流向は軸流にもとづくとみなしてよい．い

っぽう，E－W，NE－SWの流向が軸流の主方向から偏僑

したか，あるいは側方流に由来したかのいずれであるか

は，砂岩層の堆積的性状の点からも即断できない．しか

しながら，軸流が近藤沢の場合と逆に西へふれているこ

とや，E－W，NE－SWの流向から判断すると，この地区

の流向パターンにおける西向き側方流の影響を無視する

ことができない．

　オチヌンベ川で測定された流向はS→NからESE→

WNWをへてNE→SWにいたる広範囲に分散するが，

西北西～南西方向が卓越している．この区域の地層は先

に述べた近藤沢一野花南川上流やトプトエウシュナイの

地層に比べて供給地点により近い堆積相を示している．

したがって，西北西～南西向きの流向は西向きの側方流

に由来していると考えてよい．北向きの流向は近藤沢・

トプトエウシュナイの場合と同様に，軸流にもとづくで

あろう。

　要するに，西部（近藤沢一野花南川上流）では軸流が

優勢であり，東部（オチヌンベ川）では西向き側方流が

卓越し，中間地区（トプトエウシュナイ）では軸流が卓

越すると同時に西向き側方流の影響も現われている．こ

のように，西から東へ向かって，堆積物が粗粒相ないし

供給地点により近い相に移化していくのに同調して，流

向パターンも西向き側方流に大きく支配されるようにな

る．以上のことから，近藤山層の堆積当時，西部ないし

これと中間地区の境界あたりが堆積盆地の最深軸部を占

めていたと推察される．軸流は全域を通じて北向きとみ

なされる．なお，滝里北東方の沢において，チューロニ

アン中に含礫泥岩一異常礫岩が挾在している（松本・岡

田，1973）。この場所が近藤山層分布範囲のうち最も東側

にあるオチヌンベ川流域の東側に隣接することや，近藤

山層の流向パターンの側方変化から判断すると，上記の

含礫泥岩一異常礫岩は西向き側方流によって堆積したと

考えられる．

　以上に述べた芦別市東部地域の古流系は，下記のよう

に結論される．軸流は中部蝦夷層群主部層・近藤山層を

通じて北方向を示す．側方流は中部蝦夷層群最下部層で

は西向き，主部層では東向き，近藤山層では東部におい

て西向き，西部において東向きである．

　4・11幾春別地域，

　幾春別地域の白亜系（深田ほかラ19533MATsuMoTo，

1943，19651松野ほか，19641TANAKA，1970）は，北の空

知背斜からつづく幾春別背斜を形成し・ながら，NNE－SSW

の一般走向をもって分布する（第14図）・背斜西翼の地

層はしばしば逆転している．この地域の白亜系は西側白

亜系地帯に属し，下部蝦夷層群（松野ほか，1964及び

TANA鮎，1970のMc部層，すなわち湯の沢砂岩より下

位の部分），中部蝦夷層群及び上部蝦夷層群からなる．本

地域の古流系についてはすでに報告したので（松野ほか，

196手1田中，19681TANAKA，1970），ここでは要点を記

すにとどめる（第16・17図）．

　下部蝦夷層群（アルビアンの部分）のフリッシュ相の

流向は，全域を通じて北向き系統（厳密には北北東向き）

の軸流（混濁流）にもとづき，西翼では例外的に東向き系

統の側方流に関連する流向も認められる．礫質泥岩がま

れながら挾在している．本層群に含まれる生痕化石には

Choηみ露85，07αnπ♂α7勉（Plate5－1），π読607hψh6？，π6」ηzぎπJh一

ψ語5　αんん6認6π5富　（MINATo　and　SuYAMA），π61ηz勉孟ho7ψh6

ブψoη加　（TANAKA），　ハ房oη67臨65　襯」367弼ぎ5　SEILAcHER，

．Pα」60漉吻ノoη，P妙oo5ψhoπ（TANAKA，1971におV・てU－shaped

traceと仮称された），P70妙α」804∫6卿πなどがある．

　中部蝦夷層群最下部（湯の沢砂岩）一主部層（アルビア

ン）のフリッシュ相は，東部（おもに幾春別背斜東翼）

では北向き系統の軸流に由来する流向で特徴づけられ，

他方西部（同背斜西翼）では東向き系統の側方流に関連

した流向が卓越する．前記の側方流に由来した堆積物に

はわずかながらもスランプ層が伴われる．主部層から産

する生痕化石には，OZO6ん6吻汐α7∂％」α：KSIAZKIEWICZ，σ07伽

a圧窺olα鋭6α（EEER）（TANAKAフ1971のmeandering

trail），πα6雇ぴ6hθあnα（Plate4－1），π6」勿07hψh6（Plate6－1），

島」ηz伽孟ho7ψh6ゴψoη乞6α（TANAKA），五〇6ん6宛？，五〇76nz伽宛P，
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瀬6gαg7ψJon，ハη60ηθ76乞置θ5襯ぎ567彪露3SEILAcHER，Pα」60漉6砂o彫，

P70渉ψα160漉6妙on，S60」♂6宛，磁」707ψhθ？，勘」πψ妙6z∬（Plate4－

2），S薦ψ妙Jlo6ho74α？シZoψ妙603などがある．

　中部蝦夷層群最上部層を代表する三笠層（セノマニア

ン～チューロニアン）は，フリッシュ相を欠いて，陸棚

浅海成砂相に富む．上部蝦夷層群の下部（チューロニア

ン）もフリッシュ相を伴わず，泥相で代表される．三笠

層・上部蝦夷層群下部それぞれの流向は，背斜西翼では

東向き側方流（掃流）に，東翼では北向き軸流（掃流）

に由来する．このような古流系のパターンは，両層が背

斜西翼よりも東翼の方で，さらに東翼では南から北へ向

かって，沖合いの，より深い相を示し，厚さも増してい

ることと調和している．なお，三笠層は背斜東翼で生痕

化石丁痂h励π％5，西翼で生痕化石の0卿o彿07伽（Plate

1－4），Rh乞zo607αJl2％窺？，T6ぢ6h∫6hπ％5を含む．

　以上に述べた中部蝦夷層群最下部一主部層と三笠層，

及び上部蝦夷層群下部の古流系パターンは，堆積相の側

方変化（西から東へ向かって沖合相になる）とともに，

これらの地層の堆積期間を通じて白亜系分布地域の西方

に陸地が存在したことを示唆する。さらに，下部蝦夷層

群主部層堆積期についても同じことがいえる．

　4．12　夕張地域

　夕張地域の白亜系（MATsu随oTo　and　H㎜A，19645

佐々ほか，196禽小畠・二上，197530BATA　and　FuTA－

KAMI，1977）は，西側白亜系地帯に分布し，幾春別背斜

の南方延長方向に，ほぼ東西方向の万字ドーム及び鳩ノ

巣（夕張）ドームを形成する（第14図）．白亜系は中部蝦

夷層群と上部蝦夷層群からなる．本地域の古流系に関し

ては，すでにTANA鮎（1970）によって報告されている

ので，ここでは概要の説明にとどめたい（第16図）・

　中部蝦夷層群主部層（アルビアン）のフリッシュ相が

示す流向は東向き系統の側方流にもとづく．この地域の

三笠層は堆積相や厚さに関して幾春別背斜最南部や西翼

主部の三笠層に類似し（佐々ほか，1964），西から東へ向

かってより沖合相に移る．上記の古流系はこのような堆

積相の側方変化に調和し，それゆえに西方に陸地の存在

が推定される．

　4．13　大夕張地域

　大夕張地域の白亜系（MATsuMoTo，1942，1954；長尾

ほか，1954）は，西側白亜系地帯を占め，西へゆるく張

り出した弧状を描きながらほぽ南北方向に分布する（第

M図）．本地域の白亜系は下部蝦夷層群・中部蝦夷層群

・上部蝦夷層群及び函渕層群からなる．地層はしばしば

逆転し，西側には押し被せ構造が発達している．

　古流向の測定は中部蝦夷層群主部層・同層群佐久層・

上部蝦夷層群それぞれの等量フリッシュないし泥質フリ

ッシュについて行った（第16・21図）．

　中部蝦夷層群主部層

　下部（アルビアンを含む）はNNW→SSEないしNW

→SEの流向を示す．

　中部（セノマニアン）・上部（チューロニアン）それぞ

れに関する流向は，NNW→SSE～NW→SEを卓越流向

としてNNW→SSEからWNW→ESEの範囲にまたが
り，SW→NEの流向も目だって認められ，さらにN→S

ないしNNE→SSWやW→EないしWSW→ENEの流
向も測定されている．このような流向パターンは，概観

すると南東向き（南向きも含める）と北東～東向きの両

系統に大別される．後述の佐久層の流向パターンから類

推すると，南東～南系はアルビアンで測定された流向と

ともに軸流を代表し8），北東～東系は南東～南系の流向

とは別系統のもので，東向き側方流に関連するものと推

察される．ただし，両系統の流向を示す砂岩層の堆積的

性状は根本的に異ならない．なお，セノマニアンの軸流

堆積砂岩層には魚6％5gρ廊？，功ρho6蜘2麗窺（P1乱te1－3，4－

3），Sα動1α吻5伽ψ傭KsIAzKIEwlcz（P1＆te3－1），S％妙1少」一

Jo6ho7ぬ（Plate5－3），7妙h7h6」痂η孟hψ5歪5（Plate3－2）などの

生痕化石が観察される．以上の生痕化石は漉76乞齢相に

属する．また，下部蝦夷層群にも生痕化石Pγo紳α伽4毎

砂oηがみいだされる．

　中部蝦夷層群佐久麟

　佐久層（チューロニアン）の流向では，NNW→SSE～

NW→SEが卓越し，WNW→ESEの流向も認められる．

つまり，中部蝦夷層群主部層の場合と同様に，南南東～

南東方向を卓越流向として東南東方向から南南東方向に

いたる範囲の流向分布を示している．さらに，松本・岡

田（1973）によってWSW→ENEの流向も測定されてい

る．佐久層では，東南東系流向を示す砂岩層と南東～南

南東系流向を示す砂岩層とは堆積的性状が本質的に異な

らない．それで，南東～南南東系流向が軸流に由来する

とみなすことは可能でも，東南東方向の流向を直接側方

流に関連づけることには問題がある．東南東系流向も南

東～南南東系の卓越流向から分散したものにすぎず，軸

流に関連する可能性も考えられる．いっぽう，東北東方

8）　中部蝦夷層群主部層や後述の佐久層について，南南東～南東にきわ

めてよく集中した流向が当地域の地層の一般走向と斜交しすぎている

にもかかわらず，地層の伸びの方向に約20kmにもわたって認められ

るので，問題の流向を軸流に関連させるのが妥当である．この見解は

あとで述べる生痕化石群集の内容からも支持されよう．この場合の軸

流の流向と地層の一般走向との目立った斜交性は，地層が相対的に北

上がりの垂直的回転を行ったことにもとづくと考えられる．もし南南

東～南東方向が側方流に由来するならば，当然流向はもっと分散する

と期待されるが，実際には流向の集中性が前述のようにきわめて高い．
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向の流向は側方流に属するとみなしてよかろう．

　なお，生痕化石のLoρho6」6痂窺，β励o舵Ph乞5（Plate5－

2），丁砂h7h〆痂諺hoρ5お，T6乞6h乞6h綴5（Plate2－2），U70h6伽一

翻ho乞4認がみいだされる．Loρho6」6η∫％駕と丁勿h7h61痂一

η≠hoρ廊はSEILAcHER（1964）によって1V676∫」65相を特徴

づけるとされており，両者を含むタービダイト砂岩層は，

軸流によって堆積したものである・T6歪6肋h綴5は劫ρhoo一

伽乞襯を含む砂岩層にごく近い層準のシルト岩（細粒）

層中に認められる。丁痂h乞6hη雛は07πz乞α郷相あるいは浅

海帯に特徴的だとされており（SEILAcHER，19641CRIMEs，

1975），北海道中軸帯の白亜系でもしばしば非フリッシュ

相の浅海成層中に産する．ところが，本地域ではこのも

のが07翻α翅相の地層よりも深い環境の地層に産出し

ているわけである。

　上部蝦夷層群

　コニアシアンについて軸流由来のNNW→SSEの流向

が測定された．サントニアンも同じような流向を示す．

　これまでに述べてきたことは次のように要約される，

中部蝦夷層群主部層，同層群佐久層及び上部蝦夷層群を

通じて，軸流は本質的に南向き系統で代表される．側方

流に由来する流向は本地域では従属的であるが，それは

東向きである．この地域の佐久層では広範囲にわたって

軸流由来の流向がきわめて優勢であるのに対して側方流

由来の流向がかなり従属的である点は，西側白亜系地帯

中の他地域（例：佐久一安平志内地域・小平蘂川流域）の

佐久層に比べて，砂岩が少なく，泥質岩が細粒であり，

かつ泥質礫岩一含礫泥岩を挾有しないというように，全

体として沖合相であることと関連している．中部蝦夷層

群における東向き側方流に由来した流向は西側供給源地

の存在を示唆する．

　4・14　石狩金山地域

　石狩金山地域及び北方隣接地域の白亜系（橋本，19533

小山内ほか，19581松本・岡田，1973）は，東側白亜系

地帯に属し，ほぼ南北方向の軸をもって摺曲している

（第14図）．主として下部蝦夷層群と中部蝦夷層群からな

り，上部蝦夷層群も分布する．下部蝦夷層群から生痕化

石P醜0ρα1604獅ッ0η，中部蝦夷層群最下部層から生痕化

石Thα1α55∫顔465？　（Plate6－4），中部蝦夷層群主部層か

ら環虫類化石と思われる1V676露65C£彿μ70」06η5乞5KATTO

や生痕化石E6」∫60痂hμ5？，Pα」604臨ッoη，U70h6」窺翻hoゴ44P，

がみいだされる．

　古流向の測定は中部蝦夷層群・上部蝦夷層群にっいて

行った（第16・22図）．

　中部蝦夷層群

　中部蝦夷層群のうち，最下部層（アルビアン）の砂質

フリッシュについて測定された流向はSSE－NNWであ

る．主部層の下部（アルビアン）の等量フリッシュはS

→Nの流向，上部　（セノマニアン）の等量フリッシュ

（泥岩勝ち）はSE→NWの流向を示す．最上部の近藤山

層（チューロニアン）の砂質フリッシュはS－Nないし

SSW－NNEの流向を示す・以上に述べた流向はすべて北

向きの軸流に由来するとみなされる．

　上部蝦夷層群

　上部蝦夷層群下部（チューロニアン）中の等量フリッ

シュでは，S－Nの流向が測定されている．この流向は，

下位層の流向パターンから類推すると，北向き軸流にも

とづくであろう．

　4．15　占冠地域

　占冠地域の白亜系（小山内ほか，19581小山内・松

下，1959）は，北方の石狩金山地域から連続して，同じ

く東側白亜系地帯を占める（第M図）．白亜系は摺曲（し

ばしば転倒摺曲）しながら全体としてNNW－SSEの走

向を示している．下部蝦夷・中部蝦夷及び上部蝦夷層群

が分布する．古流向の測定は中部蝦夷層群だけについて

行った（第16・23図）．

　中部蝦夷層群叢下部層

　中部蝦夷層群最下部層（アルビアン）は，トナシベツ

砂岩層（小山内ほか，1958）や額平川層　（酒勾・小山

内，1962）の一部で代表される．本層の砂質フリッシュ

は北部の金山峠付近においてSSE→NNWないしSE→

NWの流向を，南部のシムカップ沢や双珠別川では一般

にSW→NEの流向を示す．北部の測定地点付近では，

0・1－0．3mの厚さに成層する砂岩が代表的な岩相であり，

砂岩の粒度がふつう細粒である．これに対して南部の測

定地点付近の岩相は0・3－1mの厚さに成層する砂岩や塊

状砂岩からなり，砂岩の粒度は中粒，ときどき粗粒とな

る．以上のように，北部の岩相は南部の岩相に比してタ

ービダイト末端相の性格を示している．北部の北北西～

北西系の流向は軸流，南部の北東系の流向は側方流に由

来すると判断してよい．

　南部の測定地点付近の地層は，北部の測定地点付近の

地層に比べて，下部蝦夷層群を不整合におおう中部蝦夷

層群最下部層のうちでもより下位の層準，つまり不整合

面により近い層準のものとみなされる．中部蝦夷層群最

下部層は，石狩金山一占冠地域（石狩金山図幅地域）の

西部では直接空知層群を不整合におおい，中央部と東部

では下部蝦夷層群を不整合におおい，しかも東部ほどよ

り上位の層準をおおっており（小山内ほか，1958），それ

ゆえに中部蝦夷層群堆積前に西側ほどより深く侵食され

ていたといえる．さらに，中部蝦夷層群最下部層中にお
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ける頁岩の挾在は西部ではほとんどみられないのに反し

て，中央部から東部（前記の北部・南部それぞれの測定

地点を含む）に向かって多くなることが報ぜられている

（小山内ほか，1958）．また，双珠別川沿いでは，東側ほ

ど礫が少なくなり，礫径も減少する傾向があるとされて

いる（小山内・松下，1959）。以上に記した諸点は，中部

蝦夷層群最下部層の堆積前では西側ほどより著しく隆起

しており，同層の堆積時では堆積域が東方に向かって深

くなっていたことを示唆する．このような状況は先に述

べた流向パターンによく符合している．

　中部蝦夷層群主部層

　中部蝦夷層群主部層の下部（アルビアン）の等量フリ

ッシュは，ソールマークに関して北向き軸流にもとづく

SSE→NNWの流向を示す．．いっぽう，パーティング線

構造についてW－Eの流向，斜交葉理についてSW→NE

の流向が認められ，これらの流向は側方流に関連するで

あろう．

　主部層の中部（セノマニアン）の等量フリッシュに関

する流向は，ソールマークの揚合SSE→NNWやESE

→WNWで代表され，さらにSSW→NNEもある・北北
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西系の流向は基本的には北向き系統の軸流に由来し，西

北西系の流向は西向き系統の側方流に関連するものであ

ろう．北北東向きの流向は測定数がごく少ないので，そ

の所属の決定はさしひかえたい．なお，パーティング線

構造では東西方向に近い流向が測定されている．

　主部層の上部（チューロニアン）の等量フリッシュ

は，北向き系統の軸流に関連すると考えられるSE→NW

やSSW→NNEの流向を示す．

　中部蝦夷層群叢上部懸

　中部蝦夷層群最上部層（チューロニアン）はシムカワ

砂岩（小山内ほか，1958）で代表される．本層の砂質フ

リッシュや等量フリッシュについて測定された流向は，

SSW→NNE～S→N系の流向とESE→WNW系の流向
とが認められる．酉北西系の流向を示す地点（マカウシ

沢）の岩相は砂岩泥岩互層（各単層の厚さは10－60cm）

からなり，砂岩単層の基底部は細一中粒砂である．他方，

地質構造からみて前記地点よりも明らかに西側に位置す

る北北東～北系の流向を示す地点（八線ノ沢）では，6ぴ

100cm以上の厚さに成層する砂岩や塊状砂岩が発達し，

砂岩単層の基底部は粗一中粒（ときに極粗粒）砂からな

り，さらに付近には厚さ数10cmの“05舵α”層ボ介在

する・つまり，西側の測定地点では砂岩層がより厚く，

より粗粒である．北北東～北系の流向は東向き系統の側

方流に関連すると推察され，いっぽう西北西系の流向

は，西向き系統の側方流に由来するであろう．明らかに

軸流にもとづく流向は測定されていないが，上記の側方

流の流向から判断すると，軸流は本質的に北向き系統で

あると考えてよい。

　これまでに述べてきたことは下記のように結論され

る．中部蝦夷層群の側方流に関しては，最下部層では東

向き系統，主部層では西向き系統，最上部層では東向き

・西向き両系統が認められる．北向き軸流を代表する流

向は，最下部層の上部から主部層を通じて特徴的であ

り，さらに最上部層についても同様である．中部蝦夷層

群最上部層，すなわちチューロニアンに関しては，占冠

地域と蛇紋岩地帯をへだてて西側の大夕張地域との流向

パターンの差異（とくに軸流の方向が相反する）や堆積

相の差異・占冠地域西部における浅海相の存在，大夕張

地域での堆積相が全体として沖合相であることなどから

判断すると，両地域の間に隆起帯が存在したと考えられ

る．アルビアン・セノマニアン両方についても同じよう

なことが示唆される．さらに，占冠地域の白亜系分布域

の東方にも隆起帯が推定される．’

　4・16　その他の地域

　既述地域以外では系統だった古流向測定が行われてい

ないが，筆者らの測定結果ならびに他研究者にもとづく

流向資料（一部は既述地域に付記）を紹介する．

　羽幌川沿い（第1図）における上部蝦夷層群中の非フ

リッシュ相砂岩（サントニアン）の斜交層理について測

定された流向は，西～南西方向で代表される（岡田・松

本，1969），

　む
　鵡川支流穂別川沿いの稲里付近（第1図）に露出する

佐久相当層（チューロニアン）において，フルートキャ

ストなどのソールマークはS20。Eの流向を示す（松本・

岡田，1973）．この流向は軸流にもと・づくであろう．

　　　　　　とみうち
　鵡川本流沿いの富内付近（第1図）に露出する函渕層

群下部（富内層）の非フリッシュ相浅海成砂岩に関する

筆者らの測定流向は，平板型斜交層理についてほぽW→

Eの，パーティング線構造についてほぼN－Sの流向を

示す．なお，富内層Ha2部層（田中，1960a）の砂質シ

ルト岩には生痕化石丁痂h齢郷型のF・dinichnia（スミ

クイアト）がみられる．また上部蝦夷層群の石灰質結核

中に生痕化石Zooρhア605（Plate6－2）が含まれる・

　　　　むこうべつ
　浦河地方向別川沿い（第1図）の佐久相当層（チュー

ロニアン）に認められるフルートキャストについては，

W→Eの流向が測定されている（松本・岡田，1973）．こ

の流向は，本地域の白亜系の一般走向に近いので，軸流

に関連したものであろう．

5。古流系からみた白亜系の堆穰

　これまでに，北海道中軸帯諸地域における白亜系の古

流系にっいて記述してきた．その総括として，古流向を

中心に堆積相などに関する諸資料を総合して，白亜系の

堆積状況や古地理について考察を試みる．

　5コ　粗粒砕屑物の運搬経路

　北海道中軸帯の白亜系のうち，とくにアプチアン～ア

ルビアンの部分（下部蝦夷層群一中部蝦夷層群下半）は

フリッシュ相の発達で特徴づけられる．これより上位の

セノマニアン～サントニアンの部分（中部蝦夷層群上半

一上部蝦夷層群）には，層序的にも地域的にもフリッシ

ュ相が部分的に発達するにすぎないが，チューロニアン

以上になると海底土石流起源の含礫泥岩やスランプ性な

いしフラクソタービダイト性の異常礫岩，さらにスラン

プ層（たとえば摺曲層）がときどき認められることが特

徴的である．さらに上位のカンパニアン～マストリヒチ

アンの部分（デルタ相の函渕層群及び沖合相の上部蝦夷

層群相当部）では，フリッシュ相が沖合相の地層群中に

もほとんど全く存在しないといってよい，

　フリッシュ相

　白亜系のフリッシュ相地層群を中心とする粗粒砕屑物
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第24図北海道中軸帯白亜系の古流系概念図
　　　　黒矢印：フリッシュ相
　　　　白矢印：非フリッシュ相
　　　　南北方向：軸流
　　　　東西方向：側方流
　　　　側方流の記号の大きさは相対的優劣を示す
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第25図　北海道中軸帯のアルビアン上部フリッシュ相に

　　　おける粗粒砕屑物の運搬経路

の運搬経路を規制した古流系を時代別に図式化して示す

と，第24図のようになる．この図では，軸流・側方流問

の優劣の度合いを無視している．フリッシュ相地層群の

古流系は軸流と側方流に分けられるが，扱う地層群の分

、、布的位置や岩相によって，軸流・側方流のいずれかが卓

越し，さらに軸流だけが認められる場合もある．とくに

アプチアン～アルビアン下部（下部蝦夷層群）の古流系

はほとんど軸流だけで代表されている．運搬経路図の例

　として，アルビアン・セノマニアン・チューロニアンの

場合をそれぞれ第25・26・27図に示す．

　第24図からわかるように，一般に各地域ではフリッシ

第26図　北海道中軸帯のセノマニアンにおける粗粒砕屑

　　　物の運搬経路

　　　　白抜き矢印：フリッシュ相

　　　　砂目矢印：非フリッシュ相

ユ相地層群の粗粒砕屑物の運搬を支配した軸流（混濁

流）が終始同一の方向を示してきた．例外として，中軸

帯北部における西側白亜系地帯の南部，つまり添牛内一

古丹別地域から小平蘂川流域にかけてチューロニアン以

上になると軸流の方向に逆転が起こり，以前の北向きに

対して南向きに変わっている．また，同じく西側白亜系

地帯の石炭別一豊神地域でも，軸流がセノマニアン～チ

ューロニアンの北向きからサントニアンの南向きへと方

向転換が認められる．各時代において軸流は多くの地域
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第27図　北海道中軸帯のチューロニアンにおける粗粒砕

　　　屑物の運搬経路

　　　　白抜き矢印：フリッシュ相（破線矢印は君波ほか，

　　　　　1978及び松本・岡田，1973にもとづく）

　　　　砂目矢印：非フリッシュ相
　　　　白亜系地域両側の大きい白抜き矢印は主要供給地点

　　　　　（堆積盆内隆起帯については省略）を示し，記号の

　　　　　大きさは供給物質の相対的量を示す

で北向きを示すが，西側白亜系地帯のうち中軸帯南部の

大夕張地域以南では南向きとなる9）．西側白亜系地帯の

大夕張地域以南とその東方の東側白亜系地帯に属する石

狩金山一占冠地域とで軸流の方向の相反している点が注

目される．

9）　第24図に示していないが，穂別地域より南方の浦河地域のチュー・

　ニアンの軸流も本質的に南向き系統の方向を示すようである．

　フリッシュ相地層群の粗粒砕屑物の側方運搬（おもに

混濁流にもとづく）についてみると，西側白亜系地帯の

西部を通じて各時代とも東向きであり，東部では地域ま

たは時代によって西向き運搬が認められる．これらの側

方運搬の方向はフリッシュ相・非フリッシュ相両方を含

めての堆積相の側方変化（チューロニアンの場合を第28

図に示す）と調和的である．東側白亜系地帯の東部では

西向き側方流，西部では東向き側方流が地域または時代

によってフリッシュ相粗粒砕屑物の運搬を支配した．

　堆積相の側方（東西方向）変化については，基本的に

は非フリッシュ相（浅海相）→スランプ相→フリッシュ相

（タービダイト相）→貧フリッシュ相（沖合相），さらにフ

リッシュ相の場合では砂質フリッシュ相→等量一泥質フ

リッシュ相の変化が認められる．例としてチューロニア

ンの場合を第28図Bに示す．

　非フリッシュ相

　非フリッシュ相地層群の粗粒砕屑物の運搬に関して

は，西側白亜系地帯西部では東向きの流れ（例：空知背

斜西翼のカンパニアン～マストリヒシアン，幾春別地域

のセノマニアン～チューロニアン），東部では西向きの流

れ（例：羽幌川流域のサントニアン）が関与した場合が

ある．西側白亜系地帯の浅海非フリッシュ相における堆

積相の側方変化としては，西から東へ向かってより沖合

相に移る傾向が知られている（例：芦別川流域周辺・幾

春別地域・夕張地域それぞれのセノマニアン～チューロ

ニアン）．

　5．2生痕化石相と古流向

　北海道中軸帯白亜系の生痕化石については，筆者ら

（TANAKA，19713田中・角，1975）がすでに報告した以

外のものも各地域の古流系に関する記述のところであげ

ておいた．ここでは，生痕化石相（生痕化石群集）又は

特定の堆積環境を特徴づけるか，あるいは代表する生痕

化石（SEILAcHER，19643CRIMEs，1975；FREY，1975）を中

心に，それらを含む地層の古流向について述べる．

　北海道中軸帯白亜系のフリッシュ相にみられる生痕化

石のうち，L砂ho6≠6痂4窺，2V676露65，H6」痂η≠ho7砂h6，Pα」60－

4ぎ6砂oη，Sμγ07妙h6，Tのh7h811η翻hoρ5乞5，U70h6」1η癩ho毎α

（以上クイアルキアト），1V60η676ぎ♂65，Phア605ψhoη，Zooρhツー

605（以上スミクイアト）が重要なものである．非フリッ

シュ相の生痕化石としては，スミクイアトに属するT6一

∫6hゴ6hη％5，スマイアト（Domichnia）に属する0ρh∫備07ρ加，

Rh乞zo607α痂％窺？，Thα1α5鋤o励5？が重要である．

　Loρho6診8η彪η3やハ「676乞」65，Pα160痂6砂oη，Sμ707αρh6フTα一

ρh・h61痂励o加5，U70h6」廊伽o∫4αは生痕化石相のうち最も

深い環境を示すとされている燕762傭相を特徴づけるも
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ので，これらは中部蝦夷層群主部層にみいだされる．さら

に，P痂04伽ッoπは下部蝦夷層群主部層や中部蝦夷層群最

上部の近藤山層にも知られ，Loρho6♂翻襯とTαρh7h6」痂一

π伽ρ廊は中部蝦夷層群最上部の佐久層中のより沖合相

にも認められる．以上の生痕化石を含む砂岩層（ター

ビダイト）は軸流によって堆積した・H6Z痂π伽1αρhθは

万囲傭相を特徴づけるEθ」吻励o伽に酷似するもので，

下部蝦夷層群主部層・中部蝦夷層群主部層それぞれの軸

流堆積砂岩層（タービダイト）に産する．

　平面型のZooク勿605は漉76漉5相よりも浅い環境のZo－

o擁ッ605相を特徴づけるものとされており，中部蝦夷層群

主部層の側方流堆積砂岩層（タービダイト）に含まれ，

さらに上部蝦夷層群の泥質岩中の石灰質結核にもみいだ

される．

　瓦60π6・6露65とPhッ6052ρhoηは下部蝦夷層群主部層中の

軸流堆積砂岩層及び中部蝦夷層群主部層中の側方流堆積

砂岩層・軸流堆積砂岩層（いずれもタービダイト）に含

まれる。燕oη676髭65とPhッ603ぎρhoπは同一砂岩層に共存す
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る場合がある．両者はZooρ勿603相にふつうに認められ

るもの（SEILAcHER，1964），あるいは盈・6乞」85群集に特

徴的なもの（FREY，1975）とされている．しかしながら，

燕oπ676露65を多産する砂岩層と平面型のZooρhン605を含

む砂岩層とは上下にほとんど接近しており，いずれも側

方流によって堆積したものである・いっぽう，燕o鰭6漉5

はPα1604乞6砂oηやH61禰η」ho7αρh8と上下にごく接近した

軸流堆積砂岩層に産することがある．したがって，瓦θ一

〇鰭θ伽5とPhッ605ψhoηはともに亙6762嬬相の地層から

Zooρ勿605相の地層にかけて分布するとみなしてよい。

　乃励励％は，浅海環境の07彪α％相に特徴的なも

のとみなされている。このものは北海道中軸帯では非フ

リッシュ相の三笠層・函渕層群や模式地の佐久層中のよ

り浅いα相（田中・角，1975）において，浅海成泥質砂

岩（非タービダイト性）・砂質シルト岩中に堆積面にほ

ぼ垂直に含まれる．佐久層の場合，産出層近くの層準に

側方流堆積砂岩層（タービダイト）が存在する．いっぽ

う，丁痂h励泌は大夕張地域の！V6彪旙相を示す佐久層

の軸流堆積フリッシュ（砂岩はタービダイト）に挾在す

るシルト岩（細粒）中に，堆積面にかなりゆるい角度を

なして含まれる．この佐久層には模式地の佐久層のα相

に比べてタービダイト砂岩がよりひんぱんに発達してい

る。したがって，丁痂h励泌を含む地層そのものは非タ

ービダイト性であるが，この化石はタービダイトの全く

みられない非フリッシュ相浅海成地層群にも，より深い

環境のフリッシュ相地層群（砂岩は一般にタービダイト）

にも産すると結論してよい．もちろん，問題の化石は

前者の地層群の方にはるかに多く含まれる．要するに，

T6∫6h乞6hn郷は07μz伽α相を特徴づけるが，CHAMBERLAIN

（1978）の指摘通りに亙676∫」65相で特徴づけられるような

深い環境の地層にも産する．

　0クh乞o窺07ρ加やRh乞zo607α」伽勉，Thα1α55物∫465は通例

07％z乞伽α相を特徴づけるものとされている。0ρh∫o窺07ρ加

とRhゴzo‘07α1伽郷型の生痕化石は三笠層（幾春別背斜西

翼）の，Thα伽吻・漉5型の生痕化石は中部蝦夷層群最下

部層の非タービダイト性の砂岩中に含まれる・0クh伽o－

7ρ加の巣穴は細粒砂岩中において葉理面にほぼ垂直に入

っており，直下の泥質細粒砂岩には丁痂耽h郷がまれに

含まれ，すぐ近くの層準には礫質粗粒砂岩がある．ここ

に述べたような0ρh乞o窺01ρ加巣穴の産状は07πz∫α％相よ

りも浅い3κoJ乞」ho5相を示す証拠とされている（FREY，

1975）．

　これまでに述べた諸事項は下記のように要約される．

瓦躍漉5相の地層は軸流堆積のフリッシュ相（タービダイ

ト相）で，より浅い環境のZooρ勿605相の地層は軸流及

び側方流堆積のフリッシュ相（タービダイト相）で代表

され，さらに浅い環境の07顔α観相の地層は一般に非フ

リッシュ相（非タービダイト相）で代表され，より浅い

舐ol∫」ho5相の地層も同様である．

　フリッシュ相に富む下部蝦夷層群は万顔薦相を含む・

下部蝦夷層群を不整合におおう中部蝦夷層群の最下部層

（非フリッシュ相に富む）は07％Z伽α相を含み，同層群

の主部層（しばしばフリッシュ相が発達）は漉76ぎ旙相

で代表され，一部（とくにその上部）にZooρhγ605相を

伴う．中部蝦夷層群の最上部層についてみると，浅海相

を主とする三笠層は全体として07癩α％相を，堆積盆地

の縁辺に近い場所では3乃ol∫≠ho5相も含み，沖合相の佐久

層（部分的にフリッシュ相が発達）は0彫宛ηα相を，よ

り沖合部ではZooρhッ605相ないし万676ぎ」65相を，最沖合相

の近藤山層（典型的なフリッシュ相がよく発達）は飾7読θ3

相で代表される．要するに，中部蝦夷層群最上部層には，

岩相あるいは堆積環境の多様性に応じて種々の生痕化石

相が認められる．おもに泥質堆積物からなり，アンモナ

イトやイノセラムスの化石に富む上部蝦夷層群は，z・一

〇効ッ605相を含む．沿岸一浅海成堆積物を主とするデルタ

相の函渕層群は07痂αηα相を含んでいる．

　以上に述べたことからわかるように，北海道中軸帯白

亜系について生痕化石相と堆積相（堆積環境）あるいは

古流系との間にはたがいに調和的な関係が認められる．

　5。3堆穰盆地の形態

　先に述べた古流系パターンに堆積相の側方変化なども

合わせて考察すると，白亜系の堆積盆地，すなわち蝦夷

地向斜の形態は次のように推察される．

　堆積盆地の西側

　西側白亜系地帯の西方に，すなわち蝦夷地向斜の西側

に陸地が白亜系の堆積中終始存在していたと考えてよい．

この古陸の正確な位置は明らかでないが，その東縁は少

なくとも馬追山脈や樺戸山地の近くにまで達していたで

あろう（第29図）．この古陸は後で述べるように白亜系の

砕屑堆積物の主要供給源をなしていた．

　堆積盆地の東側

　少なくともチューロニアンからマストリヒシアンにか

けて，中軸帯北部における東側白亜系地帯の東方に，す

なわち北の下頓別東方から南の音威子府の東方にかけて

隆起帯（陸地）が存在していたと推察される．チューロ

ニアンでは，隆起帯は北ほど西へ向かって張り出してい

たであろう．この隆起帯は，音威子府東方についてみる

と，サントニアンに比べてチューロニアンではより東方

に位置していたと想定される．この東方隆起帯（陸地）

は“オホーツク陸地”（橋本，1958）の一部であったであ
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第29図　北海道中軸帯のチューロニアンにおける堆積盆

　　　地の形態図

　　　記号の大きさは隆起帯の相対的隆起度，堆積盆底起

　　　伏の相対的大きさを示す

いて東方隆起帯がすでにアプチアンに出現していたと推

定している．ここに述べる東方隆起帯の形成に現在目高

山脈となっている地帯の上昇運動がどの程度関与してい

たかは明らかでない．要するに，東方隆起帯が場所によ

って海面上にはっきりと現われたのは少なくともある時

期（例：チューロニアン）に限られたようで，この隆起

帯は西方古陸に比べて中軸帯白亜系の砕屑堆積物の供給

源としての役割がはるかに小さかった．

　堆積盆地内部の隆起帯

　佐久一音威子府地域のチューロニアンの古流系（第6

図）や堆積相の東西方向の変化（第28図）から，チュー

ロニアンの堆積時に，堆積盆地（地向斜）内部にほぽ南

北方向に走る隆起帯あるいは地背斜性隆起帯の存在が推

定され（第29図），この隆起帯は島として海面上に現われ

ていたであろう（田中・角，1975）．その位置は東西両側

白亜系地帯の境界あたりに求められる．このような堆積

盆内隆起帯はすでにアルビアン後期に存在していたと考

えられ，さらにサントニアンになるとチューロニアンに

比べて衰弱し，ほとんど海面下に没していたようである．

ここに述べたような隆起帯の楼少化・沈水は，コニアシ

アン～サントニアンの岩相（泥質岩卓越）からも推察さ

れる西方古陸・東方隆起帯の地形的起伏の全般的低夷化

とも密接に関連するであろう（第30図），

　堆積盆内隆起帯（少なくともある時期には島列）は，

古流向資料や堆積相の側方変化の傾向から推して，佐久

一音威子府地域のほかに，北方の下頓別一豊神地域の内

部，南方では芦別市東部地域東側，さらに大夕張地域と

石狩金山一占冠地域との中間あたりなどに存在していた

と考えられる。1例として，チューロニアンの揚合を第

29図に示す．とくに中軸帯南部の東側白亜系地帯北部に

おいて，堆積盆内隆起帯が中部蝦夷層群堆積直前，すな

わちアルビアン中ごろでは島をなしていたであろう．こ

の隆起帯はすでに下部蝦夷層群堆積中，すなわちアプチ

アンに存在していたらしい（小山内・松下，1961）．しか

し，これがはっきりと顕在化されたのはアルビアン中ご

ろう．

　中軸帯南部でも，セノマニアン～チューロニアンを通

じて，東方隆起帯が少なくとも占冠地域の東方に推定さ

れ（第29図），この点は君波ほか（1978）によって指摘さ

れている．東方隆起帯は，占冠東方では下頓別東方の場’

合に比べて隆起が弱かった（したボって海面下にあった）

か，あるいは東の方に位置していたであろう．いずれに

しても，堆積盆地が南へ向かって開いていたと推定され

る．さらに，小山内・松下（1961）は，中軸帯南部にお

西 東

佐久層堆積時
（チュー口ニアン）

6
大曲層堆積時
（サントニアン）

第30図　佐久一音威子府地域における白亜系堆積盆地の

　　　想像断面図
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ろである．

　要するに，堆積盆内隆起帯は時期によって消長しなが

らも中軸帯の北部から南部へ通じて断続し，その位置は

現在の神居古潭変成岩一蛇紋岩地帯（神居古潭帯）のほ

ぼ西縁部にあたる．この点は白亜系堆積時における上記

地帯の構造的挙動に関連して注目される．すなわち，堆

積盆内隆起帯をなしていたとみなされる現在の神居古潭

変成岩一蛇紋岩地帯は，白亜紀末やチューロニアンは別

として，白亜紀後期の大部分を通じて海面上に現われて

いなかったようで，いっぽう白亜紀前期の後葉（アプチ

アン）には少なくとも中軸帯南部において局地的に陸化

していたと推察される．

　堆穰盆地の分化

　西方主要古陸と東方隆起帯（少なく，とも一部では陸地）

との間を占める堆積盆地は，上記の堆積盆内隆起帯によ

って東西2列に分たれており，現在の白亜系分布範囲に

関する限りでは東側・西側堆積区は概観するとそれぞれ

東側・西側白亜系地帯に該当する．東西両側堆積区それ

ぞれの最深軸部（必ずしも最大層厚部あるいは最大沈降

部に一致しない）の位置は，チューロニアンを例にとる

と第29図に示す通りである．西側堆積区では沈降の主軸

が東よりに位置していたであろう．

　東側堆積区内の音威子府地区のサントニアンは西側堆

積区内の佐久一安平志内地域のそれに比べて堆積環境が

全体としてより深かったと推察される（田中・角，1975）・

中軸帯北部・南部を通じて中部蝦夷層群以上の地層を東

西の地域で比較した場合，一般に西側白亜系地帯に比べ

て東側白亜系地帯では全体として細粒相がより卓越し，

また化石の産出がきわめて乏しい．したがって，東側堆

積区は西側堆積区よりも総体的により深かったといえ

る．白亜系堆積盆地は地域によって断続する東方隆起帯

の列の間をこえてさらに東方にも広がっていたであろ

う．東西両側白亜系地帯における厚さや層相の差異から

して，西方古陸の方が東方隆起帯に比べて供給源地とし

てより大きい役割を演じたことは確かで，総体的には東

側堆積区に比べて西側堆積区の方で地層が格段に厚く堆

積した．ただし，カンパニアン以降になると逆に東側堆

積区の方ではるかに厚い堆積がみられる。

　堆積盆地内部の地形

　白亜系堆積盆地の底部には，前記の堆積盆内隆起帯と

は別に，諸所に地形的低所（凹地）や高所か存在してい

たことは，軸流の方向（第24図），すなわち軸斜面（＆xiaI

slope）の傾斜方向の地域的差異から指摘できる．たとえ

ば，西側白亜系地帯についてみると，堆積盆底低所がチ

ューロニアンでは知来別地域と石炭別一豊神地域との間

に（第29図），サントニアンでは石炭別地域と佐久一安平

志内地域との間に存在したと推察され，低所の位置が時

代とともに南方へ移動したようである．

　いっぽう，堆積盆底高所は，西側白亜系地帯のうち少

なくとも佐久一安平志内地域と添牛内一古丹別川地域と

の間に，チューロニアン以降存続したと考えられ（第29

図），これはNW－SEの方向をとっていたであろう。羽幌

川流域のサントニアンにみられる斜交層理が西～南西向

きの流向を示す点（岡田・松本，1969）も，上記の高所

に関連するものである．さらに，西側白亜系地帯の小平

蘂川流域では他地域に比べてチューロニアンとサントニ

アンが著しく厚く，コニアシアンも厚いことや，本地域

と南方の芦別川流域それぞれにおけるチューロニアン以

上の軸流の方向（第24図）から推して，チューロニアン

以降，NW－SE方向の堆積盆底高所が両地域の間に，低

所が小平蘂川流域南部ないしそのすぐ南に，さらに芦別

市東部地域のすぐ北にも存在したと考えられる（第29図）・

以上に述べたような堆積盆底高所・低所それぞれの間隔

は，概略30－80kmのオーダーである．

　さらに，空知背斜地域と幾春別背斜地域との境界あた

りを占めるNE－SW方向の地帯には，少なくともチュー

ロニアンの時期にデルタとその東方沖合の海底扇状地の

発達に伴う堆積盆底高所が推定される（第29図）．この高

所の東方沖合の西側堆積区最深軸部は南へ向かって深く

なり，少なくとも穂別地域あたり，あるいはそれより南

方に低所が存在したらしい．

　東側白亜系地帯についてみると，チューロニアンでは

占冠地域と南方の浦河地域とで軸流の方向が相反するこ

とからして，第29図では省略してあるが両地域間のどこ

かに堆積盆底高所が存在したであろう．

　堆穣盆地の側斜面

　西側堆積区では，堆積盆地底部と西側縁辺浅海陸棚部

との間に東へ傾斜する顕著な側斜面（1ateral　slope）が

少なくともある時期に発達していた．この点は海底地す

べりにもとづくスランプ摺曲層あるいは海底土石流の産

物とみなされる含礫シルト岩一泥質礫岩（海底侵食谷を

埋積する場合がある）の存在から示唆される．この種の

地層はアルビアン（幾春別地域），チューロニアン（佐久

一安平志内地域・添牛内地域・小平蘂川流域・芦別川流

域・美唄川流域・幾春別地域），コニアシアン（小平蘂川

流域・芦別川流域），サントニアン（佐久一安平志内地域）

に知られ，とくにチューロニアンの地層に最も多くみら

れる．また，類似の地層は，チューロニアン期に，現在

神居古潭変成岩一蛇紋岩地帯となっている場所に存在し

た隆起帯（一部では島列）の西側斜面上にも堆積し（例：
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佐久一安平志内地域，芦別市東部地域），さらに，東側堆

積区の東側斜面上にも堆積した（例：下頓別地区）．間題

の地層あるいは近くの層準が示す流向や海底地すべりの

方向は側斜面の傾斜方向を指示している．

側斜面の沖合（堆積盆地底部との境界部）には海底扇

状地堆積物が堆積したが，この点はタービダイトや海底

侵食谷埋積層の発達で特徴づけられる堆積相，堆積相全

体の半同心円状分布，及び流向の扇状分散で特徴づけら

れる古流系パターンから推察される（例：佐久一安平志

内地域の佐久層，小平蘂川流域の佐久層，とくに中紀念

別砂岩層，芦別川流域の月見層）．顕著な海底扇状地堆

積物の形成に関連して，西方主要古陸側からの粗粒砕屑

物の主要供給地点は，少なくとも佐久一安平志内地域・

小平蘂川流域・幾春別地域付近それぞれの西方に想定さ

れる（第27図）．東側陸地側からの主要供給地点は，地層

の分布状態からして明らかでないが，少なくとも下頓別

地区東方に，さらに占冠地域東方にも推定される（第27

図）．

　5・4　供給源地及び供給源岩

　北海道中軸帯の白亜系，すなわち蝦夷地向斜堆積層の

粗粒砕屑物の供給源地としては，先に述べたように主要

西方古陸のほかに，東方隆起帯（一部は陸地）と堆積盆

内隆起帯（一部は地背斜性島列）が推定される．

　粗粒砕屑物は，蝦夷地向斜以前の古期岩類のほかに，

蝦夷地向斜発達期中の岩石に由来する．ここに述べる古

期岩類には，堆積岩類（おもに粘板岩・砂岩・チャート）

や火山岩類（苦鉄質から珪長質にわたる）のほかに，深

成岩類（花嵐岩質岩類）があり，さらに変成岩類（ホル

ンフェルス・千枚岩・変砂岩のほかに，ごくまれに片岩）

もある．蝦夷地向斜期中の岩石には，堆積岩類（頁岩・

泥岩・砂岩・石灰質岩）及び火山岩類（安山岩ないし流

紋岩）がある．粗粒砕屑物の，ひいては供給源岩の内容

や組成が層序的にも地域的にも変化することはいうまで

もない．その巨視的にみた層序的変化はFUJn（1958），

IIJIMA（1959），小山内・松下（1961），MATsuMoTo　and

OK畑A（1971）などによって総括されてV・る．

　供給源岩の種類については，1例として中軸帯北部の

中部蝦夷層群佐久層及び相当層（豊神層）の場合を第7

図に示す．佐久層や相当層の供給源岩のうち，流紋岩な

いしデイサイト（溶結凝灰岩を含む）のような古期珪長

質火山岩類（V4群）は日高累層群中には知られていな

い．問題の珪長質火山岩類の少なくとも一部は，北上山

地の陸中層群上部の原地山層を構成する珪長質火山岩類

（溶結凝灰岩を伴う）と関連があるかも知れない．おそ

らく同系統の陸上珪長質火山岩類が西方古陸に露出して

おり，また東方隆起帯にも存在していたであろう．さら

に，佐久東方の物満内川の佐久層礫岩に古期珪長質火山

岩類の大礫が多いことから推して，類似の珪長質火山岩

類が堆積盆内隆起帯にも露出していたであろう．上記系

統の火山岩類（デイサイト）の巨礫が政和地域南西方雨

煙別川の中部蝦夷層群最下部Ma部層（アルビアン）の

礫岩中にも多くみられる．

花闘岩類（P群）の岩片は，小平蘂川流域の佐久層砂

岩（古流向は東向き）のほかに，Ma部層の砂岩中にも目

だった量に含まれている．また，花嵩岩類の岩片や同岩

石に由来したとみなされる重鉱物が下部・中部蝦夷両層

群の砂岩中にふつうにみいだされることがFUJII（1958）

及びMATsuMoTo　and　OKADA（1971）1こよって報告され

ている．白亜系砂岩中に岩片として入っている花南岩類

は現在の目高帯中核にはみられないものである（小山内

・松下，1961）．北上山地に広く分布し，北海道渡島半島

にも点在する白亜紀前期（先アプチアン）の花崩岩類と

同類のものが蝦夷地向斜西方の古陸にも露出していたと

考えてよい．

　幾春別地域の中部蝦夷層群最下部一主部層や上部の三

笠層の砂岩中にクロムスピネル又はマグネシオクロマイ

トがまれに含まれている（0阯DA，1965）。また，蛇紋岩

の礫が芦別川流域のチューロニアンの礫質岩中にまれに

みいだされている　（松本・岡田，1973）．上記の諸層は

すべて明らかに西側堆積区西部（ここでは側方流が東向

き系統）のものである．したがって，北上山地の先アプ

チアン超苦鉄質岩と同類のものが西方古陸に露出してい

たであろう．

　片岩起源の物質としては，富良野地域の下部蝦夷層群

下部の砂岩中に片岩の岩片が含まれ（橋本，1955；FUJII，

1958），また藍閃石に似たアルカリ角閃石の砕屑粒もみい

だされる（MATsuMoTo　and　OK曲A，1971）．これらの片

岩岩片や変成鉱物砕屑粒は，古流系資料も考慮に入れる

と，少なくとも一部が前出の堆積盆内隆起帯からもたら

されたと推察される．この隆起帯の位置には現在神居古

潭変成岩が露出しているわけであるが，小山内・松下

（1961）によると東側白亜系地帯の白亜系砂岩中に岩片

として含まれている片岩は現在の北海道には知られてい

ないものである．

　供給源地における各種岩石の分布状況の特徴につい

て，中軸帯北部の佐久層及び相当層（豊神層）を例に第

31図に示す（第7図参照）．この図からわかるように，砂

岩組成から推定される供給源岩の種類とその量は地域に

よって類似したり，かなり異なったりする場合がある．

粗粒砕屑物中におけるある特定の古期岩類の岩片の相対
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一一第31図　佐久層（チューロニアン）及び相当層堆積時における主要供給源岩の分布

　　　矢印は粗粒砕屑物の運搬経路を示す

的量の地域による差異は，各地域の堆積相から判断する

と，供給源地からの距離にもとづくよりもむしろ供給源

地における問題の岩石の分布状況に大きく支配されてい

るであろう．まず，古期堆積岩類（S3群）についてみる

と，東側供給源地（東方隆起帯）では粘板岩が優勢に，

これに対して西側供給源地（主要西方古陸）の北部では

砂岩が，南部では粘板岩が優勢に露出していた．古期岩

類の千枚岩一変砂岩系列（M2群）の岩石は，北部では東

西両側の供給源地に露出していたが，西側供給源地の南

部にはたとえ存在していたとしても，ごくわずかであっ

たろう．古期岩類に属する変質した安山岩質ないし玄武

岩質岩（V3群）は西側供給源地を構成するものとして重

要であったが，もちろん東側供給源地にも露出してい

た．さらに，花闘岩類が西側供給源地では南部の方に露

出していた点が注目される．これに関連して，この場所

にはホルンフェルス（M、群）も存在していた。

　粗粒砕屑堆積物の構成分としての堆積時一準堆積時岩

石では，とくに火山岩類（V、群）が重要である．たとえ

ば，第7図に示されているように，佐久層や相当層（豊

神層）の粗粒砕屑物には比較的新鮮な安山岩の岩片が少

なからず含まれている．佐久層や相当層の堆積時には，

安山岩が西側供給源地において佐久＝安平志内地域の西

方に露出していたが，豊神地区の西方や小平蘂川流域の

西方にはほとんど分布しておらず，いっぽう東側供給源

地では下頓別地区の東方に露出していた．佐久一安平志

内地域西方の古陸に露出していた安山岩は佐久層堆積時

直前ないし佐久川層堆積時（セノマニアン～チューロニ

アン前期）に噴出したものであろう．小平蘂川流域の佐

久層には凝灰岩（おもにデイサイト質，一部安山岩質）

がしばしば挾在している．中軸帯北部中の他地域におけ

る佐久層及び相当層には凝灰岩が挾在していてもごく例

外的である．以上に述べたことからわかるように，西方

古陸における火山活動の中心は，中軸帯北部についてみ

るとチューロニアン主期では小平蘂川流域の西方に，セ

ノマニアン～チューロニアン前期では佐久一安平志内地

域の西方にあったと推察される．

　佐久層以外の層準にも，堆積時一準堆積時の火山源物

質が主要構成分となっている砂岩が知られている．たと
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えば，大曲層砂岩（サントニアン）は比較的新鮮な安山

岩質岩片を非常に多量に含み，月見層砂岩（コニアシア

ン）は珪長質火山岩類に由来した物質に著しく富む．さ

らに，函渕層群では砂岩中に比較的新鮮な安山岩質岩の

岩片が多く，流紋岩の岩片もあり，さらに高橋（1979）

によると溶結凝灰岩の礫が知られている．大曲層や月見

層・函渕層群の堆積時には西方古陸に安山岩質岩または

珪長質火山岩類が広く露出していた．なお，凝灰岩が上

記の地層以外の諸層準にもみられ，とくに中部蝦夷層群

下部（アルビアン）・上部蝦夷層群一函渕層群（コニア

シアン～マストリヒシアン）により多く挾在している．

凝灰岩は流紋岩質のものから安山岩質のものまである

が，そのうちデイサイト質のものが多く，カルクアルカ

リ岩系に属するようである（TAN楓，1963）．

　要するに，白亜紀の間，主要西方古陸には安山岩質一

流紋岩質火山活動が間欠的に行われ，大局的にはコニア

シアン～マストリヒシアンにより激しかった．さらに，

白亜紀中のある時期（例：おそらくセノマニアン）に，

安山岩質火山活動が中軸帯北部の東方隆起帯においても

行われていた．

　5・5　堆積盆地の変遷

　下部蝦夷層群（アプチアン～アルビアン下半）の古流向

はほとんど軸流のみで代表されている．これに対して，

下部蝦夷層群を不整合におおう中部蝦夷層群の比較的下

部（アルビアン上半）には，西側白亜系地帯の場合，下

部蝦夷層群に比べて，東向き側方流が諸地域に顕著に認

められる．この点は中部蝦夷層群の比較的下部が西方主

要古陸により近い場所に堆積したことを意味する．

　小平蘂川流域から添牛内一古丹別川地域にかけて分布

する白亜系に関しては，中部蝦夷層群最上部の佐久層

（チューロニアン）の堆積が西部では東向き側方流に，東

部では軸流に支配されているのに対して，もっと東方に

分布する中部蝦夷層群の比較的下部（アルビアン上半）

の堆積は圧倒的に東向き側方流に支配されている．この

点は，西方主要古陸の存在を考慮に入れると，アルビア

ン後期に比べて，チューロニアンでは，西側堆積区の最

深軸部の位置が基本的には西方へ移動した，つまり西方

へ向かって海進が行われたことを示唆する．この解釈

は，中部蝦夷層群の比較的下部において非タービダイト

性粗粒砕屑堆積層がよく発達していることからも裏づけ

られる．

　佐久層及び相当層を中心とするチューロニアンの堆積

時期は，堆積相の巨視的変遷からみて“海退”期を代表

する．しかしながら，小平蘂川一添牛内一古丹別川地域

と北方の佐久一安平志内地域との間に隆起部が生じ，前

者地域において西側堆積区の軸斜面の傾斜方向に反転が

起こり，中軸帯のうち小平蘂川流域において最も大きく

沈降した．このような状態は少なくともコニアシアン～

サントニアンを通じて持続された。またスランプ構造や

含礫シルト岩ないし異常礫岩がチューロニアン中では他

の時期の地層に比べて多くみられる．さらに，下頓別・

音威子府各地区東方の隆起帯や堆積盆内隆起帯の上昇も

チューロニアンでは他の時期に比べて著しかったようで

ある．以上に述べたことからわかるように，チューロニ

アンの時代は，“海退”期を代表しているというものの，

構造的には不安定で，差別的隆起・沈降が激化した時期

といえる．要するに，チューロニアンは堆積盆地及び周

辺域に大きな変化が起こった時期なのである．

　次に，佐久一音威子府地域についてみると，佐久・大

曲両層の古流系パターンを比較した場合，東方隆起帯は

佐久層堆積時（チューロニアン）に比べて大曲層堆積時

（サントニアン）では西方へ拡大したといえるであろ

う．これに同調して，サントニアンには東側堆積区は全

体として西方へ移動し，堆積盆内隆起帯が衰弱し，さら

に西側堆積区も西方海進を伴いながら総体的に西方へ移

動した（第30図）．コニアシアン～サントニアンにおける

西方海進は，もちろん堆積相の面からも中軸帯の西側堆

積区全般を通じて認められる．

　コニアシアン～サントニアンの時代は縁辺相でも細粒

堆積物で代表されていることからわかるように，後背地

の起伏が低く，構造的に比較的安定した時代である．し

かしながら，局地的な異常堆積粗粒相が発達するので，

場所によっては，構造的に不安定であったといえる（例

　コニアシアンにおける芦別川流域，サントニアンにお

ける佐久一安平志内地域）．この時期の局地的な構造的

不安定は後背地における顕著な珪長質一中問質火山活動

（月見層・大曲層の岩相で例示される）に大きく関連す

るであろう．

　カンパニアン～マストリヒチアンになると，西側堆積

区は全体として海退をたどり，粗粒のデルタ相を堆積し

たが，東側堆積区では海退がさほど大きくなく，著しい

沈降に伴って細粒相が厚く堆積した．このように，白亜

系堆積盆地の主体がむしろ東側堆積区の方に移った．カ

ンパニアン以前から白亜系堆積盆地の東西両側の分化に

大なり小なり役割を演じてきた神居古潭帯の上昇が，カ

ンパニアンに入ってから堆積盆地の東方移動に影響を及

ぼすようになったといえるであろう．

　以上に記した諸事項は次のように要約される．アルビ

アンの中ごろに一時的海退があったけれども，白亜系の

堆積盆地（蝦夷地向斜）はアプチアンからセノマニアン
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にかけて本質的に類似した状態を保持してきた．ところ

が，チューロニアンに入ると，海退化と同時に構造的に

不安定となり，堆積盆地は分化し，複雑な形態をとるよ

うになった．構造的に比較的安定していたコニアシアン

～サントニアンの間も，堆積盆地はひきつづきほぼ同様

な傾向をたどったが，西方海進に伴いながら東西両側の

堆積区はともに全体として西方へ移動した．カンパニア

ンになると堆積盆地の主体は東方へ移った．

6．結　論

北海道中軸帯の白亜系（アプチアン以上）は，概観す

ると，神居古潭変成岩一蛇紋岩地帯を境として東西両側

の地帯に分かれて分布している。この白亜系では，フリ

ッシュ相（タービダイト相）地層群が下部蝦夷層群一中部

蝦夷層群下半（アプチアン～アルビアン）に卓越してお

り，中部蝦夷層群上半一上部蝦夷層群（セノマニアン～

サントニアン）には部分的に発達し，函渕層群及び相当

層（カンパニアン～マストリヒチアン）ではほとんどみ

られない．これまでに，上記のフリッシュ相地層群を中

心に，堆積相と関連させながら古流系について記述し，

さらに北海道中軸帯白亜系の堆積状況や古地理について

考察を行ってきた．ここに結論として，下記の諸点をあ

げることができる．

　（1）粗粒砕屑堆積物の堆積に関与した古流系（主とし

て混濁流にもとづく）については，軸流は総体的に北向

き系統が卓越しており，南向き系統はとくに西側地帯中

の2・3の地域（例：小平蘂川流域・大夕張地域）に特

徴的である．側方流は西側地帯の西部を通じて終始東向

き系統であり，東部では地域と時代によって西向き系統

が認められる．東側地帯の東部では西向き系統の，西部

では東向き系統の側方流が地域と時代によってみられ

る．

　（2）古流系のパターンは，下部蝦夷層群から中部蝦夷

層群主部にかけて，すなわちアプチアンからセノマニア

ンにかけて本質的に類似している．ところが，中部蝦夷

層群最上部（チューロニアン）になって，古流系のパタ

ーンは大きく変化し，複雑になり，構造的に不安定な環

境が示唆される．類似したパターンは引きつづき上部蝦

夷層群にも，すなわち少なくともサントニアンまで認め

られる．

　（3）古流系のパターン及び堆積相や粗粒堆積物の岩石

学的特性の側方変化などを総合すると，北海道中軸帯の

白亜系，すなわち蝦夷地向斜堆積層の供給源地として酉

方主要古陸が白亜系の堆積期間を通じて存在し，さらに

東方隆起帯及び堆積盆内隆起帯（あるいは地背斜性隆起

帯）が少なくともある時期について推定され，後二者は

時代と地域によって陸地をなしていたであろう．

14）白亜系堆積物の主要な供給源は西方古陸にあっ

た．いっぽう，東側の現在目高帯となっている地帯の西

縁部が大きく隆起し，供給源として重要な役割を演じた

とは考えられない．上記の堆積盆内隆起帯は現在神居古

潭変成岩一蛇紋岩地帯となっている場所に位置し，その

形成と消長は神居古潭帯の構造的挙動と関連していたで

あろう．

　（5）白亜系堆積物の供給源岩としては，古期の堆積岩

・火山岩が優勢であり，花崩岩質岩や変成岩もある．さ

らに，白亜系堆積期における西方古陸での珪長質一中間

質火山活動に由来する火山岩も供給源岩として主要であ

り，東方隆起帯（“オホーツク陸地”）でのそれも注目さ

れる．

　（6）蝦夷地向斜は時代によって前記の堆積盆内隆起帯

により東西2列の堆積区に分かたれていた．概観する

と，東側堆積区は西側堆積区よりも深かったようである

が，地層はカンパニアン以降は別として後者の方でより

厚く堆積したであろう．

　（7）白亜系（アプチアン以上）の堆積期間中における

海進・海退や堆積盆内隆起帯の形成と消長・堆積盆地の

移動などのような蝦夷地向斜の変遷や古地理の変化も，

堆積相と関連させた古流系のパターンの解析から推察す

ることが可能である．

　（8）白亜系の生痕化石相として，深い環境から浅い環

境へ1V676歪」65，Zooρhッ6・5，07顔αηα，概o腕h・5各相が識別

される．前二者はフリッシュ相　（またはタービダイト

相）地層群に，後二者は非フリッシュ相浅海成堆積層に

特徴的にみられる．フリッシュ相地層群では，より深い

環境の生痕化石相で代表される地層群ほど，軸流に由来

する流向が卓越している．
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　　　聖LATES

　　　　AND

EXPLANAT亘ONS
　　　（with6Plates）



　　Scale　is　indicated　by　lens　cap5。3cm　across　or　clinometer10．8cm　long．

　　All　specim，ens，with　only　one　exception　mentioned　in　explanation，were

collected　by　the　senior　author．

Plate1

Fig．1　ハη67痂65窺麗70Jo6n525KATTo（Polych＆et＆？）on　sole　ofsandstone，GSJ6250，

　　　　倉om　loc．As7450，Nokanan－gawa，eastem　Ashibetsu　area，main　part　of

　　　　　Middle　Yezo　Group，Cenomanian．×0。7．

Fig。2　716ぎ6hσ6hπ郷burrow　in　silty　fine　sandstone。GSJ6255，丘om，loc。As7472，

　　　　　Sakipempetsu－gawa，Ashibetsu　Valley，upper　part　of　R＆kobuchi　Group，

　　　　　Maastrichtian？．×1。Photo　byY．MAsAI。

Fig．3　Lψho6渉6吻窺burrows　on　sole　of　sandstone。Loc．Oy7，0maki－zawa，

Oyubari　area，main　part　ofMiddle　Yezo　Group，Cenomanian？，×0。65。

Fig．4　のh20窺oψhαburrow　in　sandstone（vertical　view）．GSJ6256，丘om　loc．

　　　　　Ik7301，Pombetsu－gaw＆，Ikushumbetsu　area，Member　Twc，Mikasa

　　　　　Formation，MiddleYezo　Group，Turonian．×0．5，
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Plate2

Fig．1　U70h61窺∫漉ho認αaff。ごψρ6n漉6％」α如（且EER）（trails）on　sole　of　sandstone。

GSJ6252，fyom　loc．As7454，Nokanan－gawaフeastem　Ashibetsu　area，main

part　ofMiddleYezo　Group，Cenomanian．×0。6。

Fig．2　7励h言6hη初5burrows　in　siltstone，viewed丘om　above．

Agemaki－zawa，Oyubari　area，Saku　Formation，Middle

Turonian。Spreiten　traces　are　seen　to　the　center，10wer

so｛brth．

Loc．Oy56，

Yezo　Group，

middle，and
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Plate3

Fig．1　5励ぬ吻5伽ψ伽KsIAzKIEwlcz（burrows）on　sole　of　sandstone．Loc．

Oy22，Tak｛一no－saw＆，Oyubari＆rea，main　part　of　Middle　Yezo　Group，

Turonian．

Fig。2　72ψh7h6伽翻hoゆ5乞5tr乱il　on　sole　of　sandstone．GSJ6253，丘om　loc。Oy22，

Taki－no－sawa，Oyubariarea，mainpartofMiddleYezoGroup，Turonian．
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Plate4

Fig．1　翫6η伽6h6伽勉burrow　on　sole　ofsandstone．GSJ6990，from　Ioc．Iw786aシ

Pombetsu－gawa，Ikushumbetsu　area，Melnber　Me，Middle　Yezo　Group，

Albian．×1・2・Photo　byY・MAsAI・

Fig．2　助ぎ噸妙螂trail　on　sole　of　sandstone、GSJ6987，丘om　loc。Iw786bラ

Pombetsu－gawa，Ikushumbetsu　area，Member　Me，Middle　Yezo　Group，

Albian。×1。2。Photo　byY．MAsAI．

Fig。3　Lψhoo渉6吻規burrows　on　sole　of　sandstone』Loc。Oy7，0maki－zawa，

Oyubari乱re＆，main　p＆rt　ofMiddleYezo　Group，Cenomanian？。
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Plate5

Fig．1　07αnぬ吻burrow　on　sole　of　sandstone．GSJ6251，丘om　loc。Iw786b，

Pombetsu－g乱wa，Ikushumbetsu　area，Member　Me，Middle　Yezo　Group，

Albian．×1，Photo　byY．MAsAI。

Fig。2　B協ho言吻hぎ5burrows　on　sole　ofsandstone』Loc・Oy12，Pankemoyuparo－

gawa，Oyubari　area，Saku　Formation，Middle　Yezo　Group，Turonian．

Fig．3　S％妙妙Jlooho7吻burrows　on　sole　of　sandstone．Loc．Oy7，0maki－zawa，

Oyubari　area，main　part　ofMiddle　Yezo　Group，Cenomanian？。
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Plate6

Fig。

Fig。

1　π耽07h砂h6tr＆il　on　sole　of　sandstone．GSJ6988，丘om　loc，Iw787，

Pombetsu－gawa，Ikushumbetsu　area，Member　Me，Middle　Yezo　Group，

Albian．×0．9，：Photo　byY。MAsAI。

2　Zoψ妙605burrow　in　concretionary　calcareous　mudstone　（verticaI

section）．GSJ6254，行om　a　Hoat　at　Tosa－no．sawa，Tomiuchi　area，derived

丘om　Upper　Yezo　Group，Senonian（ColL　F，TAKlzAwA）。×L　Photo　by

Y．MASAI．

Fig．

Fig。

3　五α6∂吻6伽　burrows　on　top　surface　of　sandstone．Loc。As7471，

Sakipempetsu－gawa，Ashibetsu　Valley，upper　part　of　Hakobuchi　Group，

MaastrichtianP．×0．9．Concentric　circles　are　seen　in　a　burrow　at　the

upper　middle・

4　丑α」α55乞ηo歪485－like　burrow　in　sandstone，Loc．Ky3，Pontonashibetsu－

gawa　（Morita．no－sawa），Ishikarikanayama　area，10wermost　part　of

Middle　Yezo　Group，Albian．Y－shaped　juncture　is　stripped　off．
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